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西園寺公望のフランス語蔵書
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１．

はじめに

　さきに筆者は，立命館大学図書館所蔵の「西園寺文庫」について，「西園寺公望のフランス語
　　　　　　　　　　　　１）
蔵書」と題する文章を記した。この稿はそれにつづくものである 。

　稿の最初に断 っておかねはならないことがある 。前稿で，筆者はこう述べた。「西園寺の蔵書

は，　　「西園寺文庫」にその全容をほぼ見ることができる 。ただし，漢籍の大きな部分は京都

大学図書館に収まっ ている 。また，西園寺の別邸坐漁荘が移築された明治村にも若干の手沢本が
　　　　　　２）
保存されている」。 しかし，稿の発表後に教示をうけたところによると ，このただし書きは正確

ではなく ，洋書に限っても西園寺の旧蔵書は西園寺文庫以外にあちこちに所在する。すなわち ，

第１に，京都大学附属図書館には漢籍が中心ではあるがそれだけではなく和書洋書も相当数蔵さ

れている 。第２に，明治村に保存されている図書は「若干」の範囲に収まらない規模というべき

であること ，である 。こうした各地の蔵書について言及しながら ，十分な確認を怠 ったのはまっ

たく筆者の迂闇というほかはない 。

　ただし書きが正確でなけれぱ，その前の文も成り立たなくなる 。すなわち，「西園寺の蔵書は
，

　　「西園寺文庫」にその全容をほほ見ることができる」とするのは言い過きで，正しくは「西

園寺の蔵書は，　　「西園寺文庫」とその他各地の蔵書をあわせ見ることによっ てその全容をつ

かむことができる」と言うべきであろう 。

　申しそえておきたいが，西園寺旧蔵の洋書が「西園寺文庫」以外のどこかに相当数ありうるこ

とを筆者が想定しなかったわけでは，もちろんない。前稿のいくつかの箇所でその可能性につい
　　　　　　３）
て言及しており ，そうした疑問は今では氷解した 。

　前稿での筆者の記述は，「西園寺文庫」中の洋書の紹介，検討としては成り立 っても ，西園寺

所蔵の洋書の全容はそれではわからないと言わねばならない。中途半端な紹介のためにまちが っ

た西園寺像をつくることにもなりかねない。西園寺旧蔵のフランス書の全容をつかむために，乗

りかか った船で，各所に所在する旧蔵書の検討を，いましばらく自分の仕事としてみようと思う 。

１）「立命館経済学」第４６巻第６号（奥村剋三教授退任記念論文集）（１９９８年２月）。

２）前掲号ｐ．２０８

３）前掲号ｐ．２１０，末尾から２行目 。ｐ
．２２３，５ ．の９行目 。

（４７２）
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２． 「陶庵文庫」のあらまし

　西園寺の雅号を冠し，その旧蔵書から成る陶庵文庫が京都大学にあることはよく知られている 。

京大にはそのほかに明治年問に西園寺から寄贈された一連の図書があるが，これについては紙幅

の都合から次の機会にゆずり ，ここでは陶庵文庫のフランス書の検討をおこなうこととする 。

　陶庵文庫については刊行された目録はなく ，その全体をつかむには書名カートを検索するしか

ない。書名カードの最初には，「文庫」の簡単で要をえた説明があり ，西園寺と京都大学とのか

かわりが理解できる 。その概要の紹介のために便宜，説明をそのまま引くと ，「本文庫は本学創

設当時の文部大臣としてその設立に尽力した西園寺公望の所蔵本であ った和漢洋にわたる書籍で

あっ て嗣子西園寺八郎が本学創設委員であ った西園寺公望の残後その別邸である清風荘と共に本

学に寄贈したものである 。その冊数は６８０部８０４６冊である」。 全体が貴重書の扱いになっ ており
，

閲覧には相応の制限がある 。

　和漢洋の内訳について正確な数字は示されていない。書名カードの厚さだけで見れば，漢籍が

およそ５分の３ ，和書と洋書がそれぞれ５分の１といっ た見当であろう 。どの本にも「陶庵文

庫」と「西園寺八郎寄贈」の印が押され，受入れの日付はすべて昭和１９年１２月２８日となっ ている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
洋書の部数冊数を書名カードであたると ，１２２部２０７冊になる

。

　漢和洋の順の洋の部は，ＩからＶの５群に大別され，さらに著者名のアルファベ順に番号が付

されている 。５群の区別がとういう基準によっ ているのか必ずしも明瞭でないが，おそらくＩは

総記政治法律社会，１は文学，皿は歴史伝記地理，１Ｖは芸術，Ｖは言語，雑ということであろう

か。 しかし，そうだとすれば，分類の過誤もかなりあることになる 。いずれにせよ ，蔵書の検討

にあた っては，部門をす っかり組立てなおしたうえで，刊行年の順に内容ごとの整理をすること

が必要になる 。

　洋書のほとんどは，書かれた言語でいえばフランス語，でなければ，フランス語日本語併用で

ある 。もちろん，古典あるいは外国の著作のフランス語訳も多く含む。英語の本は７部，トイッ
　　　　　　　２）
語は１部に過ぎず，全体として，陶庵文庫の洋書をフランス語蔵書と呼んで問題はなく ，フラン

ス書の比は西園寺文庫におけるよりも大きいと言える 。

　陶庵文庫の蔵書はどの時期に形成されたのだろうか。刊行年次が１８世紀，あるいは１９世紀前半

の古書がそれぞれ２ ，３件含まれ，さらに前世紀末，今世紀初頭の刊年もいくらか見られるけれ

ども ，刊本がぼつぼつ多くなるのは一次大戦の時期，すなわち１９１０年代後半あたりで，中心の時

期は２０年，３０年代である 。下限は，西園寺が残する前年の１９３９年である 。したがって，蔵書の内

容は西園寺文庫より新しく ，西園寺の晩年期にあたると言える 。西園寺文庫はこの時期の刊本を

ほとんど欠いており ，二つの文庫はその形成の時期を違えて，あい補うものと言えよう 。陶庵文

庫の収集経路を推測するなら ，多くは西園寺自身，あるいはまわりの人が公のために海彼から取

り寄せたものと思われ，それにフランスおよび日本国内からかなりの寄贈が加わる 。

　陶庵文庫が，清風荘と同時に京大に寄贈されたことから ，これらの図書は寄贈の前には清風荘

に置かれていたかと自然に想定したくなるが，文庫の収書の中心的な時期は，西園寺の清風荘時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７３）



　２９８　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

代（１９１３－１９１８）とは，ずれる 。西園寺はその時期にも東只駿河台には邸宅をもち ，１９２０年（大正

９年）以降は興津の坐漁荘にとどまるから ，あちこちにあ った図書が硬後の整理を経てここに寄

ったと見るべきではないだろうか 。

図書の部門ごとの検討の前に，文庫の全体の特色をざっと個条に示しておこう 。

１　専門的学術書に類するものはほとんど含まれないと言ってよいが，西園寺の人柄を映して ，

社会（とりわけ国際情勢），歴史，文芸，芸術，社交の心得などにわたる，教養人としての広い

関心を示す。しかし，そのなかで蔵書の中心は列強をめくる国際情勢と ，いまひとつは公自身

が接した欧州の為政者の事蹟への関心と言いうるであろう 。また，蔵書中にフランスの年鑑 ，

あるいは語学辞書のような参考図書も備えられていることでわかるように，たんなる好事家の

読書ではない。以上は西園寺文庫にも共通する特色である 。ただし，伝記への嗜好はよりあら

わであるように見える 。

２　西洋人による日本研究あるいは日本への関心，日本人によるフランス研究の成果をとどめよ

　うという意欲が，書籍から／」冊子にわたる収集にうかがわれる 。

３　文芸書はさほどの点数ではなく ，西園寺文庫に見られたような，まとまっ た数の演劇台本と

いっ た特色もないが，さすがに所蔵者の趣味をうかがわせるものがある 。西園寺文庫と比べれ

ぱ， キリシャ ・ラテンの古典のフランス語訳も多い 。

４　趣味的な書籍の点数は多くないが，フランス美術通史や１９世紀パリについての一級の著作が

備えられている 。

５　老年期の収書のせいか，紙ナイフの入 っていない図書も散見される 。文字の書き込みは，西

園寺文庫でもそうであ ったが，皆無に近く ，ただ注目をした箇所に縦に　線を，あるいは下線

を薄く青や赤の鉛筆で入れることが僅かにあるのみである 。

　前稿では時期ごとに収書のあとを追ったが，ここでは蔵書の年代はほぼ晩年に限られるので ，

部門ごとの検討を主に記述をすることとする 。文庫の概要がつかめるように，本文あるいは註に

おいて和洋を適宜に使いわけつつ，主だ った書名をざっと掲げる。書誌的な説明は，京都大学付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
属図書館のカードの書式を範にするが，紙幅の都合でやや簡単にし，ときに記述をととのえ，必

要な修正をはか った。なお，註のそれぞれの最初の〔〕は陶庵文庫に付けられた分類番号であ

る。

１）この部数，冊数は，西園寺文庫（１７３件，１９９冊。ほかに目録からの脱落が４件〈４冊〉ある）とま

　ず同様の規模と言えよう 。両文庫で，部（件）数の数えかたもやや異なる 。

２）ほかに，和英，仏英２カ国語のものがそれぞれ１部ある 。

３）訳者名や，図版，地図などの指示はあらかた省略した 。

（４７４）
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３． 国際情勢をめぐる図書

　陶庵文庫の主な部分は，１次大戦後の時局にかかわる著作である。大戦の通史，あるいはその

原因究明といっ た近接した部門をも合わせれば，ざっと全体の５分の２ ，約５０部くらいか。しか

し， 当然ながら ，もっとも時代を映す部分と言えよう 。おおかたはＰａｙｏｔ，Ｐｌｏｎといっ た出版社

からの刊行である 。

　前稿において，「西園寺のフランス語蔵書は，１９００年以降しはらくして初めて公人としての政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
治的関心をは っきり示すようになっ たと言いうるだろう」と ，それ以前の時期と対比して述べた 。

その政治的関心は２０年，３０年代でも変わらないことが陶庵文庫において瞥見される 。

　大戦が終るか終らないかの時期に早くも ，大戦の経験を通じてヨーロソパ社会をとう再建する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）か， さまさまの提言がなされている 。キ ュスターウ ・ルホンの著作は西園寺に親しいものであ っ

　　　　　　　　　　　３）
た。 熱気をはらんだ『創造』２巻（１９１９）の著者エドゥアール ・エリオも ，西園寺にとっ て関心

をひかれる人物であ ったはずである 。すこしあとのものでは，アンドレ ・シェラダム『ヨーロッ

　　　　　４）
パ混乱の真因』（１９２４）といっ た本も挙げられる 。

　大戦の裏面史，回想，あるいは通史と ，さまざまの著作が各国で出され，フランス語訳も刊行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
される 。出版社Ｐａｙｏｔからの「世界大戦史に資するべき ，回想，研究，資料叢書」に入 ってい

る書籍は，文庫に４部数えられる 。おなじ版元から ，そのほかに「われわれの時代の歴史に資す
　　　　　　　　　　　　　６）
るべき ，研究，資料，証言叢書」という類似の叢書もある 。

　講和会議において日本を代表した立場からも ，西園寺がそうした文書に相当の関心をもっ て接

したことが想像されるが，それらのなかで逸してならない大著はウィンストン ・チャーチルの
　　　　　７）
『世界の危機』全４巻（１９２５－１９３１）であろう 。さらに，ウィルソン大統領の腹心ハウス大佐
　　　　　　　　　　　８）
（１８５８－１９３８）の『内密文書』（１９３０）もある 。ヨーロソパがとうして大戦にひきこまれたか，大戦

の原因は公望の切実な関心事であ ったと思われるが，書架に残る政治家の回想，書簡の類も ，た

んに同時代人である政治家の事蹟への関心にとどまらず，大戦にいたる経緯をさぐる資料として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
求められたのであろう 。たとえば，まずドイッ皇太子の回想録（１９２２）。 さらに，ドイツの元宰

相ビ ューロー〔１次大戦の際には政治に復帰して，一大使としてイタリアにおいて外交工作をお
　　　　　　　　　　　　　１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
こなう〕の長大な４冊の回想録（１９３０ －１９３１），あるいはそのウイルヘルム２世との秘密書簡（刊行

年なし）。

　ドイッの首相としてヴェルサイユ条約調印を拒否したフィリッ プ・ シャイデマンが著した『崩
１２）

壊』（１９２３）は，開戦から共和政宣言，講和，調印拒否，辞任までを内側から叙述しており ，数

多い青の符号が熟読の跡を示している 。Ｋ．Ｆ．ノヴ ァッ ク『革命の裏面　１９１８年１１月のドイッと

　　　　　１３）
オーストリー』（１９２７）もやはり同時代史の資料である 。

　フランスを勝利にみちひいた首相クレマンソーは，西園寺にとっ ては４０年前アコラス塾での旧
　　　　　　　　　　　　　１４）　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
友であ ったが，彼の著書が２部，彼をあつか った著作が３部と ，これは個人的な関心がくわわ っ

て， 網羅するわけではないが数多く集められている 。著書のうちの『ひとつの勝利の偉大と悲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７５）



　３００　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

惨』（１９３０）〔皿 ．Ｃ５〕は，著者が残した翌年に出たものだが，西園寺にとっ てはまさしく待ち

望んだ一書であ っただろう（文庫は，この本をおなじ版で計４冊収めている）。 その第９章ｒ講和会

議」には各国代表の簡単な人物描写が見られるが，そこでの西園寺の品評はよく引かれるもので
　１６）

ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ７）
　ウイリアム ・マーティン『大戦期の政治家たち』（１９２９）は，西園寺にとっ ては同時代の，欧

米の主だ った政治家２３人の人物列伝で，会議で同席した顔も多い。緒羅星と居並ぶ各国首脳の最

後に，いわは真打のあつかいでクレマンソーは登場する 。暢達の筆致で西園寺には興深い読み物

であ ったのだろう 。随所に青赤の鉛筆で印がつけられている 。

　戦後の時日の経過とともに，列強の新たな動きについての観察が手元にとどく 。とりわけ，２０

年代は新しい国家であるソ連について。３０年代はまたもや世界の脅威となっ たドイツについて 。

それら一連の著作のなかでも早い時期に，ふたつの国家体制を比較する一本が出ていて，これに

は珍しく西園寺のものらしい色鉛筆による書き込みが多く ，熱心な披見のあとがうかがわれる 。

すなわち，カミーユ・ エマール『ボルシェヴィズムか，ファシズムか？…… フランス人よ ，選
　　１８）
択を！』（１９２５）というファシズム称揚の書である

。

　これらの著作の内容を把握し，それらから西園寺がどういう情報を得たかを推測することはも

ともと筆者の手にあまる上に，陶庵文庫が貴重書の扱いであることから ，十分に時間をとっ た閲

読はむつかしくもある 。しかし，その内容が多岐にわたり ，さまざまな立場の著作を含んでいる

ことは，著者名，書名などからも容易に察せられる 。

　革命後まもなくの著作では，ジ ュネーヴの国際労働局〔国際連盟の専門機関のひとつである国

際労働機関（略称ＩＬＯ）の事務局〕編纂の『ソヴィエト ・ロシアにおける労働条件　ロシアにお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
ける調査団のために準備された，体系的質問票および書誌』（１９２０），あるいは，ロシア宮廷に仕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
えたフランス人ジリアールによる『ニコライ２世とその一家の悲劇的な運命』（１９２２）など 。

　反ソヴィエトの立場から書かれた，ミハイル ・フェドロフ監修『共産主義体制下のロシア　英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
国労働組合使節団報告に対する ，ソヴィエト公式資料にもとづく反論』（１９２６）は，ヨーロッパ

各地の亡命者クループによる大部な著作である。監修者はこの本の企画編集委員長で，帝政政府

の元大臣であ った。２４年１１，１２月に視察をおこなっ た一行の報告が正確な観察にもとづいていな

いことが著作執筆の動機だと ，序言の冒頭にはある 。ウァシリ ・シュ ルキン『ロシアの復活　ソ
　　　　　　　　　　　２２）
ヴィエト ・ロシア秘密旅行』（１９２７）は，半ば読まれているだけだが，元ロシア国会議員が革命

後に潜入しての実見記。帝政期に首相（１９１１－１４）や蔵相を務めたココフツォフ（１８５３－１９４３）によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
る新体制への批判『ボルシェヴィキの実態　ソヴィエト国家における道徳，政治の荒廃』（１９３１）

（Ｒ．ポワンカレが序文を書いている）。

　片や，ソ連への共感を示すフランス左翼人の著書も見られる。リュシアン ・ロラ『ソヴィエト
　　　　　　　２４）
経済　力学と構造』（１９３１），とくに反教権主義の旗幟が鮮明なルネ ・マルテル『ソ連における反
　　　２５）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
宗教運動（１９１７－１９３２）』（１９３３）。 あるいは，トロッキー『わが生涯』（第１巻１９２９）も 。

　ロシアヘの関心は社会主義革命とソヴィエトに限るわけでは必ずしもないのか，アレクサンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
ル３世時代の政治家ポベドノスッェフ（１８２７－１９０７）による大冊『ロシアの専制』（１９２７）も見当た

る。 ただし，ぺ一ジは切られていない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７６）



　　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　 ３０１

　ロシアに関する著作のなかに　冊，１７８１年刊行の古書がまじっ ている 。ウイリアム ・コソ クス

（１７４７－１８２８）の英語の著作『アジアとアメリカ間の，ロシア人による新しい発見のいろいろ 。付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）シベリア征服，およびロシア人と中国人の通商の歴史』の仏訳（１７８１）である 。おそらくは稀観

の書と言えるのだろうが，あるいはシベリア ，樺太出兵（１９１８－１９２５）と関 って，歴史への好奇
、こ

、

から架蔵されたものであろうか 。

　ドイッに関する図書の多くは反ナチスの立場に立つものである 。まず，アルベ ール ・リヴォ
　　　　　　　　　　　２９）
『ドイツの危機　１９１９ －１９３１』（１９３２）。 著者（１８７６－１９５６）はソルボンヌの哲学教授，政治学自由学

院教授。ナチスとの関係は微妙で，のちにヴィシー政権の文部大臣に任命されるが，戦前に出版

したドイッに関する著書のためにドイッ政府の反対を受け，すぐに任を解かれたという 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
　Ｆ・Ｗ・フェ ルスター『ヨーロッパとドイツ問題』（１９３７）。 序のあとの長い著者紹介によると ，

１８６９年生まれの哲学者である著者は大戦を通じて平和主義の信念を強め，そのために１９２０年ミ

ュンヘン大学を追われてスイスに住む。のち ，ヒトラー政府は彼の著書を禁書にする 。

　　　　　　　　　　　　　３１）
　『スペインにおけるヒトラー』（１９３８）という本もあるが，Ｏ．Ｋ．シモンという著者名は，ある

いは仮の名でもあろうか。ヘルマン ・ラウシュニング『ヒトラー対話録　世界征服計画について
　　　　　　　　　３２）
総統が話したことども』（１９３９）の著者（１８８７－１９８２）の方は，ナチスの離反者としてよく知られて

いる 。

　ナチス派の文書とみなせるのは，フリュソ セルで出版されたＭラロワール『新しいトイノ
　　　　　　３３）
社会，経済改革』（１９３５）くらいである 。ただ，読書の跡はない 。

　フランスや英米の政治状況については資料はすくなく ，若干見当たるのみである 。アンドレ ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
シーグフリードの名を知らしめた『今日の合衆国』（１９２８年版），『フランス政党図』（１９３０）。 ドゥ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）ラートル『戦後のイギリスと石油紛争　１９１９－１９２６社会心理の研究』（１９３０），講演集『英国の
　　　　　　３７）
かかえる諸問題』（ユ９３６）。 ウォール街のパニッ クをあつか ったアルペロヴィッ チの論文『１９２９年

　　　　　　　　
３８）

　　　 、　 、　　　　 、　　　　　　　　　　　　　
、３９）

アメリカの株式危機』（１９３１）。 ウラシミール ・ポスネール『離散した合衆国　ルポルターシュ』

（１９３８）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）　国家単位でなく ，世界経済をあつか ったものでルネ ・ジロー『経済の世界協調へ』（１９３１）は

左派の出版物に分類されるであろうが，西園寺の関心を惹いたようだ。資源の面からも国家の壁

をなくし，経済協調の必要を説いている 。

　ヴェ ルサイユ条約によっ て発足した国際連盟の進展に西園寺はそれなりの期待を寄せていたで

あろうが，その機関のひとつである知的協力国際研究所（２，。ｕｅｄ． Ｍｏｎｔｐ．ｎ．１ｅ。，Ｐａ．１．１。。）の刊行

物がいくつか見当たる 。それらは国際情勢に直接にかかわるものではないが，ここであわせて触

れることとする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
　ひとつは，活動報告『知的協力年鑑１９３３年版』（１９３４）。 これには，２枚の事務書類が挿入され

ている 。註に示すような書込みが余白にある 。文面からすると ，研究所への日本からの協力があ

るよう西園寺の口添えを期待しているのであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
　もう１冊の『ローマ文字の世界における採用』（１９３４）は，ぺ 一ジが切られていないが，文庫

整理の際に，封筒上書が中に残されている 。本の序文には，田中館教授の提言により ，この問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
が委員会の検討に上 った旨が記されている 。西園寺の書簡には田中館愛橘宛の短信１通（大正６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７７）



　３０２　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
（１９１７）年（９），京都発信）があり ，近年完結した『西園寺公望伝』に見ることができる。日本語

の表記について，その時点での意見を西園寺はｒ右不取敢及御答候」とこく簡潔に述べている ・

なお，この『ローマ文字の世界における採用』は，明治村に寄贈された図書のなかにも見当たる ・

１）ｒ立命館経済学」第４６巻第６号（奥村剋＝教授退任記念論文集）掲載，奥村　功ｒ西園寺公望のフ

　ランス語蔵書」ｐ．２１７ ，１１．７，８

２）　〔Ｉ．Ｂ３５幻

　　 Ｌｅ　Ｂｏｎ，Ｇｕｓｔａｖｅ　Ｈ１ｅｒ　ｅｔ　ｄｅｍａｍ　 ｐｅｎｓｅｅｓ　ｂｒｅｖｅｓ
　Ｐａｒ１ｓ，Ｆ１ａｍｍａｎｏｎ　１９１８　２５２ｐ　１２

。

　（Ｂ１ｂ１１０ｔｈｅｑｕｅ　ｄｅ　ｐｈ１１ｏｓｏｐｈ１ｅ　ｓｃ１ｅｎｔ１丘ｑｕｅ）

３）　〔皿．Ｈ４〕

　　Ｈｅｍｏｔ，Ｅｄｏｕａｒｄ　Ｃｒｅｅｒ　Ｐａｒ１ｓ，Ｐａｙｏｔ１９１９１２．２ｖｏｌ－Ｔ１４７８Ｐ－Ｔ２３４６ｐ

４）　〔皿．Ｃ１〕

　　 Ｃｈ６ｒａｄａｍｅ　Ａｎ士ｅ　Ｌｅｓ　ｖｒａ１ｅｓ　ｒａ１ｓｏｎｓ　ｄｕ　ｃｈａｏｓ　ｅｕｒｏｐｅｅｎ　Ｅｖｒｅｕｘ，Ｃｈ　Ｈｅｒｌｓｓｅｙ１９２４４１８ｐ１２
。

　　以下の個所に下線が見られる 。Ｐ．２０１にはｒ不幸なことに，本当にドイツを知 っているフランス人

　はごく少ない。無能の崇拝がフランスには申し分なくゆきわた っており…… 」。 Ｐ． ２０４には，シェラ

　ダムがドイツの力はとりわけその精神力にあると書いた上で，Ｃ．Ｇ．Ｔ．のある書記長が以前に述べた

　言葉を予言的だとして引いているところにも 。ｒ２０年後にはドイツはヨーロッパの支配者になるだろ

　う 。哲学を持っているから」。 またｐ．２０６には，フランスの指導者が認識不十分であ った，１８７０年以

　降のドイツ発展の３大事実，その第１としてｒ農業，工業，商業が徹底して科学的になっ ていたこと」・

　　なお，シェラタムの著書Ｌｅ　ｐ１ａｎ　ｐａｎｇｅｍａｍｓｔｅ　ｄ６ｍａｓｑｕ６Ｌｅ　ｒｅｄｏｕｔａｂ１ｅ　ｐ１ｅｇｅ　ｂｅｒ１ｍ０１ｓ　ｄｅ１ａ

　ｐａｒ廿ｅ　ｍ１１ｅ（１９１６）は，『仮面を剥がれたる汎独政策』の名で外務省臨時調査部により１９１８年に日本

　語版が出されている（原書，訳書とも西園寺文庫に架蔵）。

５）　Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｍ６ｍ０１ｒｅｓ ６ｔｕｄｅｓ　ｅｔ　ｄｏｃｍ工ｅｎｔｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅｒｖ１ｒ　ａ１ ’ｈ１ｓｔｏｍ　ｄｅ１ａ　Ｇｕｅｒｒｅ　ｍｏｎｄ１ａ１ｅ

６）　Ｃｏｌｌｅｃｔ１ｏｎ　ｄ’６ｔｕ（１ｅｓ，ｄｅ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｅｔ　ｄｅ　ｔｅｍ０１ｇｎａｇｅｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅｒｖ１ｒ　ａ　ｌ’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ　ｎｏ廿ｅ　ｔｅｍｐｓ

７）　〔Ｉ．Ｃ２〕

　　 Ｃｈｕｒｃｈ１１１Ｗｍｓｔｏｎ　Ｓ　Ｌａ　ｃｒｌｓｅｍｏｎｄ１ａ１ｅ　Ｏｕｖｒａｇｅｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ１’ａｎｇ１ａ１ｓ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｐａｙｏｔ８．４ｖｏ１－Ｔ

　１ ：１９１１－１９１５，４４７ｐ．１９２５．一丁．２ ：１９１５，４３３ｐ ．１９２８．一丁．３ ：１９１６ －１９１８，６００ｐ．１９３０・一丁・４ ：１９１９・４５４

　ｐ　１９３１　（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｍ６ｍ０１ｒｅｓ，ｅｔｕｄｅｓ　ｅｔ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅｒｖ１ｒ　ａ１ ’ｈｌｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　Ｇｕｅｒｒｅ

　ｍｏｎｄ１ａｌｅ）原著名はＴｈｅＷ
ｏｒ１ｄ　ｃｒ１ｓ１ｓ（１９２３－１９２９刊行）

８）　 Ｓｅｙｍｏｕｒ，Ｃｈａｒ１ｅｓ ６ｄ　Ｐａｐ１ｅｒｓ　ｍｔｍｅｓ　ｄｕ　ｃｏ１ｏｎｅ１Ｈｏｕｓｅ　Ｐａｒｌｓ，Ｐａｙｏｔ８．Ｔ３　Ｄａｎｓ　ｌａ　Ｇ
ｕｅｒｒｅ

　ｍｏｎｄｌａｌｅ４８９ｐ１９３０（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｍ６ｍｏ甘ｅｓ，６ｔｕｄｅｓ　ｅｔ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅ耐肛主１ ’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ

　Ｇｕｅ匝ｅ　ｍｏｎ（１１ａｌｅ）

　　全４巻（１９２７－３１）のうちの第３巻。セイモアはイェイル大学の歴史教授。ほかにもハウス大佐と

　の共著による講和会議の裏面史がこの叢書に収められている 。

９）〔皿．Ｍ６〕

　　Ｍｅｍ０１ｒｅｓ　ｄｕ　Ｋｒｏｎｐｒｍｚ　Ｏｕｗａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ１’ａ１ｌｅｍａｎｄ　Ｐａｒ１ｓ，Ｐａｙｏｔ１９２２３１０ｐ８。（Ｃｏｌｌｅｃｔ１ｏｎ

　ｄ－ｅ　ｍ６ｍ０１ｒｅｓ ６ｔｕｄｅｓ　ｅｔ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏ皿ｓｅｒｖ１ｒ さ１’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　Ｇｕｅ耐ｅ　ｍｏｎｄ１ａ１ｅ）

１０）〔皿．Ｍ６〕

　　Ｍｅｍ０１ｒｅｓ　ｄｕ　ｃｈａｎｃｅ１１ｅｒ　ｐｒｍｃｅ　ｄｅ　Ｂｕ１ｏｗ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ１’ａ１１ｅｍａｎｄ　Ｐａｒ１ｓ，Ｐ１ｏｎ８．４ｖｏ１－

　Ｔ１１８９７－１９０２Ｌｅ　Ｓｅｃｒ６ｔａｒ１ａｔ　ｄ’Ｅｔａｔ　ｄｅｓ　Ａ伍
ａ１ｒｅｓ

６ｔｍｇｅｒｅｓ　ｅｔ１ｅｓ　ｐｒｅｍ１ｅｒｅｓ　ａｍ６ｅｓ　ｄｅ　ｃ
ｈａｎｃｅ１１ｅ

　ｎｅ４９４ｐ１９３０－Ｔ２１９０２－１９０９Ｄｕ　ｒｅｎｏｕｖｅ１１ｅｍｅｎｔ　ｄｅ１ａ　Ｔｒ１ｐｌ１ｃｅ　ｊｕｓｑｕ ’さ ｓａ　ｄ６ｍ１ｓｓ１ｏｎ　ｄ．ｅ　ｃｈａｎ

　ｃｅ１ｉｅＬ５２５ｐ．１９３０．一丁３ ：１９０９－１９１９．Ｌａ　Ｇｒａｎｄｅ　Ｇｕｅｒｒｅ　ｅｔ１ａ　ｄ６ｂａｃ１ｅ・３４６ｐ・１９３０・ｉ　Ｔ・４ ：

　１８４９－１８６６Ｓａ　ｊｅｕｎｅｓｓｅ　ｅｔ　ｓａ　ｃａ耐１ｅｒｅ　ｄｅ　ｄ１ｐ１ｏｍａｔｅ５２７ｐ１９３１

　　この刊行順は原著にならっ たもの 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７８）



　　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　 ３０３

　　　大戦を扱 った第３巻ｐ．２４９にビ ューローは，ドイツの社会主義者の代議士Ｓｔｒｏｅｂｅ１が「ドイツの

　　勝利は社会主義者の利益にはならぬ」と発言した机連合国側にはこんな発言は極左にもなか った」

　　と述べているが，その横に青鉛筆で「Ｂｕ１ｏｗ５ゴ６ 燭の歴制をしらず」と読める 。

１１）　〔皿．Ｃ１Ｏ〕

　　　Ｃ・・…ｐ・・ｄ・・・・・・・・…ｄ・ Ｂ・１・ｗ・・ｄ・Ｇｍ１１・・ｍ・ 皿，

…ｍ・ｐ・・
Ｓｐ・・・・… Ｏ…。ｇ。位。ｄ．１・ｄ．

　　
１’

ａ１１ｅｍａｎｄ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｂｅｍａｒ

ｄ　Ｇｒａｓｓｅｔ〔Ｓａｎｓ　ｄａｔｅ〕２６５ｐ８ 。

　　　書簡は１９０３年１２月２７日から ，ビ ューロー が首相を辞任する１９０９年９月２５日までで日露戦争裏面史に

　　関わる記述を多く含む 。

１２）　〔Ｉ．Ｓ５〕

　　　Ｓｃｈｅ１ｄｅｍａｍ　Ｐｈ１１１ｐｐ　Ｌ’Ｅｆｆｏｎｄｒｅｍｅｎｔ　Ｐａｒ１ｓ，Ｐａｙｏｔ１９２３２７９ｐ８ｏ（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｍｅｍｏｒｅｓ
，

　ｅｔｕｄｅｓ　ｅｔ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏ甘ｓｅ〃１ｒ　ａ１’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　Ｇｕｅｒｒｅ　ｍｏｎｄ１ａｌｅ）

１３）　〔皿．Ｎ１〕

　　Ｎｏｗａ
ｋ， Ｋａｒ１Ｆｒ１ｅｄ

ｒ１ｃｈ　Ｌｅｓ　ｄｅｓｓｏｕｓ　ｄｅ１ａ　ｒ６ｖｏ１ｕｔ１ｏｎ ，１ ’Ａ１１ｅｍａｇｎｅ　ｅｔ１’Ａｕ位１ｃｈｅ　ｅｎ　ｎｏｖｅｍｂ
，ｅ

　１９１８０ｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ１ ’ａ１１ｅｍａｎｄ　Ｐ
ａｎｓ，Ｐａｙｏｔ１９２７３４２ｐ８。（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｍｅｍ０１ｒｅｓ，６ｔｕｄｅｓ　ｅｔ

　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏ皿ｓｅｒｖ１ｒ　ａ　ｌ’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ　ｌａ　Ｇｕｅｒｒｅ　ｍｏｎｄ１ａ１ｅ）

　　著者のもう１冊Ｌｅｓ　ｄｅｓｓｏｕｓ　ｄｅ１ａ　ｄｅｆａ１ｔｅ（「敗北の裏面」）（１９２５）も ，Ｐａｙｏｔ 社のおなじ叢書に

　収められている 。

１４）　〔ｌＩ．Ｃ２〕

　　 Ｃ１ｅｍｅｎｃｅａｕ，Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｄｅｍｏｓｔｈｅｎｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｐ１ｏｎ１９２６１２５ｐ１２。（Ｎｏｂ１ｅｓ　ｖ１ｅｓ　Ｇｒａｎｄｅｓ　ｏｅｕｖｒｅｓ）

　　　〔皿．Ｃ５〕

　　 Ｃｌｅｍｅｎｃｅａｕ，Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｇｒａｎｄｅｕｒｓ　ｅｔ　ｍ１ｓｅｒｅｓ　ｄ’ｕｎｅ　ｖ１ｃｔ０１ｒｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｐｌｏｎ１９３０３７４ｐ８

．

　　 Ｃ５からＣ８までの４冊。うち６ ，７はぺ一ジが切られていない。なお，まっ たく些細なことだが，

　　４冊のひとつに小さな紙切りナイフを見つけた。やや厚いクラフト紙のもので，デザインからすれば
　１９２０あるいは３０年代か？　誰かから貰 って園公が用いたかも知れない。黒地でなんの変哲もない。片

　面に金で栓抜きを描き ，もう一面に花文字で縦にＮＩＣＯＬＡＳと酒屋のチ ェーン店の名。隅に小さく

　Ｄｒａｅｇｅｒ と有名な印刷店の名が刻まれている 。酒屋の景晶だが，なかなか漏酒である 。しかし，ある

　いは後世の閲覧者の忘れものであるかも 。

１５）　〔皿．Ｌ４〕

　　 Ｌｅｃｏｍｔｅ　Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｃ１ｅｍｅｎｃｅａｕ　Ｐ
ａｎｓ，Ｃｈａｒｐｅｎｔ１ｅｒ，１９１９２９６ｐ１２

。

　　〔■．Ｍ３〕

　　Ｍａ廿ｅｔ，Ｊｅａｎ ＭＣ１ｅｍｅｎｃｅａｕｐｅｍｔｐａｒ１ｕｌｍ６ｍｅ Ｐａｒ１ｓ，Ａ１ｂｍ Ｍｉｃｈｅ１１９２９１６ｐ１グ

　　〔皿．Ｍ３〕

　　Ｍａれｅｔ・Ｊｅａｎ　Ｌｅ　ｓ１１ｅｎｃｅ　ｄｅ　Ｍ　Ｃ１ｅｍｅｎｃｅａｕ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａ１ｂｍ　Ｍ１ｃ

ｈｅ１．１９２９３１６ｐ１２
。

　　 フランス駐在大使，国際連盟理事会日本代表安達峰一郎（１８６９－１９３４）からの受贈であろう 。安達

　の大使任期は１９２８年２月から３０年２月 。つぎのような名刺が挟まれている 。

　　　　　　Ｍ．Ａｄａｔｃｉ

Ｍｅｍｂｒｅ　ｄｅ１’Ａｃａｄｅｍ１ｅ　ｄｕ　Ｊａｐｏｎ

Ａｍｂａｓｓａｄｅｕｒ　ｄｕ　Ｊａｐｏｎ

Ｒｅｐｒ６ｓｅｎｔａｎｔｐｅｍａｎｅｎｔｄｕＪａｐｏｎ

ａｕ　ｃｏｎｓｅ１１ｄｅ　Ｉａ　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｄｅｓ　Ｎａｔ１ｏｎｓ

７， Ａｖｅｍｅ　Ｈｏｃｈｅ，Ｐａｒｉｓ

１６）　《Ｌ’ａｍａｂ１ｅ　ｐｒｍｃｅ　Ｓ
ａ１ｏｎｚ１，ｊａｄ１ｓ　ｍｐｅｔｕｅｕｘ，ａｕｊｏｕｒ

ｄ’ｈｕ１ ｄｏｕｃｅｍｅｎｔ１ｒｏｎ１ｑｕｅ，ｍｏｎ　ａｎｃ、、ｎ　ｃａｍａ
．

　ｒａｄｅ　ａｕ　ｃｏｕｒｓ　ｄｕ　ｐｒｏｆｅｓｓｅｕｒ　ｄｅ　ｄｒ０１ｔ　Ｅｍ１１ｅ　Ａｃｃｏ１１ａｓ鮒》（ｐ１２６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７９）



３０４ 　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　　　　　　
「にこやかな西園寺公。かつては血気さかんであ ったが，今はおだやかな皮肉屋。わたしにとっ て

　　　　は，法学教授エミール ・アコラスの講義の同窓生だ 。」

　　１７）〔皿．Ｍ４〕

　　　　　　Ｍ
ａｒｔｍ，Ｗｌｌ１１ａｍ　Ｌｅｓ　Ｈｏｍｍｅｓ　ｄ’Ｅｔａいｅｎｄａｎｔ１ａ　ｇｕｅｒｒｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｈｏｒ１ｚｏｎｓ　ｄｅ　Ｆｒａｎｃｅ１９２９３８２ｐ

　　　　８
。．

　　　　　　著者はスイスのジャーナリストで，『ジュネーウ新聞』を編集

　　１８）　〔Ｉ．Ａ１〕

　　　　　　Ａｙｍａｒｄ， Ｃａｍ１１１ｅ　Ｂｏ１ｃｈｅｖ１ｓｍｅ　ｏｕ　ｆａｓｃ１ｓｍｅ？　Ｆｒａｎｇａｌｓ１ｌ　ｆａｕｔ　ｃｈ０１ｓ１ｒ，Ｐａｒ１ｓ，Ｆ１ａｍｍａ二ｎｏｎ１９２５

　　　　２９６ｐ．１２
。．

　　１９）〔Ｉ．Ｉ１〕

　　　　　　Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａｌ１ａｂｏｕｒ　ｏ茄ｃｅ，Ｇｅｎｅｖａ　Ｌａｂｏｕｒ　ｃｏｎｄ１ｔ１ｏｎｓ　ｍ　Ｓｏｖ１ｅｔ　Ｒ
ｕｓｓ１ａ ，ｓｙｓｔｅｍａｔ１ｃ　ｑｕｅｓｔｌｏｍａ１ｒｅ

　　　　ａｎｄ　ｂ１ｂ１１０ｇｒａｐｈｙ　ｐｒｅｐａｒｅｄ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｍ１ｓｓｌｏｎ　ｏｆ　ｅｎｑｕ１ｒｙ　ｍ　Ｒｕｓｓ１ａ　Ｌｏｎｄｏ叫Ｈａｒｒｌｓｏｎ，１９２０２９４ｐ
，

　　　　 ・ｘ１ｉｖｐ ．８
。．

　　２０）　〔皿．Ｇ１〕

　　　　　　Ｇ１ｌ１１ａｒｄ， Ｐ１ｅｍ　Ｌｅ　ｔｒａｇ１ｑｕｅ　ｄｅｓｕｎ　ｄｅ　Ｎｌｃｏ１ａｓ　Ｉ　ｅｔ　ｄｅ　ｓａ　ｆａｍ１１１ｅ　Ｔｒｅ１ｚｅ　ａｍｅｅｓ　ａ　ｌａ　ｃｏｕｒ ｄｅ　Ｒｕｓ －

　　　　　ｓｌｅ（Ｐ
ｅｔｅｒｈｏｆ　ｓｅｐｔｅｍｂｒｅ１９０５－ Ｅ』ａｔｅｒｕｂｖ１ｙｒｇｍ　ｎｏｖｅｍｂｒｅ１９１８）Ｐａｒｌｓ，Ｐａｙｏｔ１９２２２６４ｐ８

。

　　　　　　　この本には２種の呈辞があり ，２つ目の宛名はＭｏｎｓ１ｅｕｒ　Ｔｈａｂａｔａ とある 。二一スに亡命中のロシ

　　　　　ア貴族の女性がフランス語で記したもので，判読はやや厄介だが来歴は興味をそそる 。ふたりの夫の

　　　　　ひとりは銃殺，もひとりはモスクワに囚われの身とある 。

　　２１）　〔Ｉ．Ｆ２〕

　　　　　　Ｆｅｄｏｒｏ丑， Ｍ１ｃｈｅ１Ｌａ　Ｒｕｓｓ１ｅ　ｓｏｕｓ１ｅ　ｒｅｇｍｅ　ｃｏｍｍｕｍｓｔｅ　Ｒ６ｐｏｎｓｅ　ａｕ　ｒａｐｐｏｒｔ　ｄｅ１ａ　Ｄ６１６ｇａｔ１ｏｎ

　　　　　ｄｅｓ位ａｄ－ｅｍ１ｏｎｓ　ｂｒｌｔａｎｍｑｕｅｓ，ｂａｓｅｅ　ｓｕｒ１ａ　ｄｏｃｕｍｅｎｔａｕｏｎ　ｏ舶ｃ１ｅ１１ｅ　ｓｏｖ１ｅｔ１ｑｕｅ　Ｐａｒ１ｓ
，Ｎｏｕｖｅｌ１ｅ　Ｌ１－

　　　　　ｂｒａ１ｒ１ｅ　Ｎａｔｌｏｎａｌｅ１９２６５７４ｐ８
．

　　２２）　〔皿Ｓ１〕

　　　　　　　Ｓ
ｃｈｏｕｌｇｕｍｅ，Ｖａｓｓ１１１ Ｌａ　ｒ６ｓｕｍｃ七〇ｎ　ｄｅ１ａ　Ｒｕｓｓ１ｅ　ｍｏｎ　ｖｏｙａｇｅ　ｓｅｃｒｅｔ　ｅｎ　Ｒｕｓｓ１ｅ　ｓｏｖ１ｅｔｌｑｕｅ　Ｏ

ｕ

　　　　　ｖｒａｇｅ　ｔｒａ
ｄｕ１ｔ　ｄｕ　ｒｕｓｓｅ　Ｐ

ａｎｓ，Ｐａｙｏｔ１９２７２９８ｐ８。（Ｃｏ１Ｉｅｃｔｌｏｎ　ｄ’ｅｔｕｄｅｓ，ｄｅ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｅｔ　ｄｅ　ｔｅｍ０１－

　　　　　ｇｎａｇｅｓ　ｐｏ皿ｓｅ〃１ｒ　ａ１’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ　ｎｏｔｒｅ　ｔｅｍｐｓ）

　　２３）　〔Ｉ．Ｋ２〕

　　　　　　　Ｋｏｋｏｖｔｚｏｆｆ

，ＷＬ
ｅｂｏ１ｃｈｅｖ１ｓｍｅａ１’ｏｅｕｖｒｅ Ｌａｍｍｅｍｏｒａ１ｅｅｔｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅｄａｎｓ１ｅｐａｙｓ ｄｅｓ

　　　　　Ｓｏｖｌｅｔｓ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｍａｒｃｅ１Ｇｌａｒｄ１９３１３７８ｐ８

。

　　　　　　　ココフツォフは長い亡命生活をパリで終えた 。

　　２４）　〔Ｉ．Ｌ２〕

　　　　　　　Ｌ
ａｕｒａｔ　Ｌ

ｕｃ１ｅｎ
　Ｌ’Ｅｃｏｎｏｍ１ｅ　ｓｏｖｌｅｔ１ｑｕｅ，ｓａ　ｄｙｎａｍ１ｑｕｅ　ｓｏｎ　ｍ６ｃａｍｓｍｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｌｌｂｒａ１ｒ１ｅ　Ｖａ１０１ｓ

　　　　　 １９３１２４９ｐ８。（Ｂ１ｂ１１０ｔｈｅｑｕｅ　ｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅ　ｕｍｖｅｒｓｅ１１ｅ）

　　２５）〔皿．Ｍ１〕

　　　　　　　Ｍａれｅ１，Ｒｅｎｅ　Ｌｅ　ｍｏｕｖｅｍｅｎｔ　ａｎｔ１ｒｅ１１９１ｅｕｘ　ｅｎ　Ｕ　Ｒ　Ｓ　Ｓ（１９１７－１９３２）Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｍ　Ｒ１ｖ１ｅｒｅ１９３３２３２

　　　　　Ｐ．１２
。．

　　２６）　〔皿丁１〕

　　　　　　　Ｔ
ｒｏｔｓｋｙ，Ｌ６ｏｎ　Ｍａ　ｖ１ｅ，ｅｓｓａ１ａｕｔｏｂ１ｏｇｒａｐｈ１ｑｕｅ　Ｏｕｖｒａｇｅ血ａｄｕ１ｔ　ｓｕｒ１ｅ　ｍａｎｕｓｃｒ１ｔ　ｐａｒ　Ｍ

ａｍｃｅ

　　　　　Ｐａｒ１ｊａｎｍｅ　Ｔｏｍｅ１１８７９－１９０５Ｐａｒ１ｓ，Ｒ１ｅｄｅｒ１９２９２７１ｐ８
。

　　　　　　　全３巻（１９３０）のうち 。Ｔｏｍｅ２．１９０５－ ｏｃｔ．１９１７．Ｔｏｍｅ３．ｏｃｔ．１９１７一丘ｎ１９２９

　　２７）　〔Ｉ．Ｐ２〕

　　　　　　　Ｐ
ｏｂ１ｅｄｏｎｓｔｓｅｖ，Ｃｏｎｓｔａｎｔｍ（Ａｕｔｅ皿ｐｒｅｓｍｌｅ）Ｌ’ａｕｔｏｃｒａｔｌｅ　ｒｕｓｓｅ　Ｋｏｎｓｔａｎｔｍ　Ｐｅｔｒｏｖ１ｔｃｈ　Ｐｏｂｅｄｏ

一

　　　　　。。。値。。
，Ｐ。。。。。。岨ｇ６・６・・１ｄ・Ｓ・…Ｓｙ・・ｄ・ Ｍ・ｍ・・…ｐ・１１七ｑ… ，・・・…ｐ・・ｄ・・… 冊・１・１１…ｄ…

　　　　　ｍｅｎｔｓｍ６ｄ１ｔｓｒｅ１ａｔ１ｆｓａｌ’ｈ
１ｓｔ０１ｒｅ ｄｕｒさｇｎｅｄｅ１’ｅｍｐｅｒｅｕｒ Ａ１ｅｘａｎｄｒｅ 皿ｄｅ Ｒｕｓｓ１ｅ（１８８１－１８９４）Ｐａｒ１ｓ

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８０）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　３０５

　　　Ｐａｙｏｔ．１９２７ ，６６５ｐ．８（Ｂｉｂ１ｉｏｔｈさｑｕｅ　ｈｉｓｔｏｒｉｑｕｅ）

２８）　〔皿．Ｃ９〕

　　　　　Ｃｏｘｅ，Ｗ１１１１ａｍ　Ｌｅｓ　ｎｏｕｖｅ１１ｅｓ　ｄｅｃｏｕｖｅｒｔｅｓ　ｄｅｓ　Ｒ
ｕｓｓｅｓ

，ｅｎｔｒｅ１ ’Ａｓ１ｅ　ｅｔ１ ’Ａｍｅｒ１ｑｕｅ，ａｖｅｃ　ｌ ’ｈ
ｌｓｔ０１ｒｅ

　　　ｄｅ１ａ　ｃｏｎｑｕｅｔｅ　ｄｅ１ａ　Ｓ １ｂｅｒ１ｅ，＆ｄｕ　ｃｏｍｍｅｒｃｅ　ｄｅｓ　Ｒｕｓｓｅｓ　ｅｔ　ｄｅｓ　Ｃｈｍ０１ｓ　Ｏｕｗａｇｅ伍ａｄｕ１ｔ　ｄｅ　ｌ’ａｎ

　　　ｇ１ｏｉｓ．Ｐａｒｉｓ，Ｈ６ｔｅ１ｄｅ　Ｔｈｏｕ．１７８１ ．ｘｘｉｉ－ ３１４ｐ．４ｃａ血ｅｓ　ｅｔ１ｐ１．４
。．

２９）　〔皿．Ｒ１〕

　　　　　Ｒ１ｖａｕｄ，Ａｌｂ帥Ｌｅｓ　ｃｒ１ｓｅｓ　ａ１１ｅｍａｎｄｅｓ（１９１９－１９３１）Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａｒｍａｎｄ　Ｃｏｌｍ１９３２２１８ｐ１６。なお ，

　　　　リヴォには，ほかにドイツに関する講演録（１９３３）がある 。

３０）　〔Ｉ．Ｆ１〕

　　　　　Ｆｏｅｒｓｔｅｒ，Ｆｒ１ｅｄ
ｒｌｃｈ　Ｗ１ｌｈｅｌｍ　Ｌ’Ｅｕｒｏｐｅ　ｅｔ１ａ　ｑｕｅｓｔ１ｏｎ　ａｌｌｅｍａｎｄｅ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ　ｌ’ａ１１ｅｍａｎｄ

　　　Ｐａｒｉｓ，Ｐ１ｏｎ．１９３７，３７２ｐ．１ブ

３１）　〔皿．Ｓ３〕

　　　　　Ｓｍｏｎ，Ｏ　Ｈ１ｔ１ｅｒ　ｅｎ　Ｅｓｐａｇｎｅ５ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ，Ｄｅｎｏｅ１１９３８２６５ｐ１２
．

３２）　〔皿．Ｒ２〕

　　　　　Ｒａｕｓｃｈｎｍｇ，Ｈｅｒｍａｎｎ　Ｈ１ｔ１ｅｒ　ｍ ’ａ　ｄ １ｔ
，ｃｏｎ

出ｅｎｃｅｓ　ｄｕ　ｆｕｈｒｅｒ　ｓｕｒ　ｓｏｎ　ｐｌａｎ　ｄｅ　ｃｏｎｑｕｅｔｅ　ｄｕ　ｍｏｎｄｅ
，

　　　ａｖａｎｔ　ｐｒｏｐｏｓ　ｄｅ　Ｍａｒｃｅ１Ｒａｙ　Ｐａｒ１ｓ，Ｃｏｏｐｅｒａｔ１ｏｎ１９３９３２０ｐ１６
．

３３）　〔皿．Ｌ１〕

　　　　　Ｌａ１０１ｒｅ，Ｍａｒｃｅ１Ｎｏｕｖｅｌｌｅ　Ａ１１ｅｍａｇｎｅ　ｒｅｆｏｍｅｓ　ｓｏｃ１ａ１ｅｓ　ｅｔ　ｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅｓ　Ｂｍｘｅｌ１ｅｓ，Ｌ’Ｅｄ血ｏｎ　ｍ１

　　　ｖｅｒｓｅ１１ｅ．１９３５，２７２ｐ．１２
ｏ．

３４）　〔Ｉ．Ｓ３〕

　　　　　Ｓ１ｅｇｆｒ１ｅｄ，Ａｎ士ｅ　Ｌｅｓ　Ｅｔａｔｓ Ｕｍｓ　ｄ’ａｕｊｏｕｒｄ’ ｈｕ１ Ｐａｒｌｓ，Ａｍａｎｄ　Ｃｏｌｍ１９２８３５７ｐ８，ｅ　ｅｄ

　　　（Ｂｉｂ１ｉｏｔｈさｑｕｅ　ｄｕ　ｍｕｓ６ｅ　ｓｏｃｉａ１）

　　　　　初版は１９２７年。なお，陶庵文庫には，ほかに第９版がある〔Ｉ．Ｓ４〕。

３５）　〔皿．Ｓ４〕

　　　　　Ｓｉｅｇｆｒｉｅｄ，Ａｎｄｒる ：Ｔａｂｌｅａｕ　ｄｅｓ　ｐａｒｔｉｓ　ｅｎ　Ｆ
ｒａｎｃｅ．Ｐａｒｉｓ，Ｂｅｍａｒｄ　Ｇｒａｓｓｅｔ．１９３０，２４５ｐ．１２。（Ｌｅｓ

　　　 “Ｅｃｒｌｔｓ” ｏｕｓ　ｌａ　ｄ虻ｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　 Ｊｅａｎ　Ｇ
ｕｅｈｅｍｏ）ほかにも版があり〔皿Ｓ５〕 ，２３９ｐ

３６）　〔Ｉ．Ｄ２〕

　　　　　Ｄｅ１ａｔｔｒｅ ，Ｆ１ｏｒ１ｓ　Ｌ’Ａｎｇ１ｅｔｅｒｒｅ　 ｄ’ａｐｒｅｓ　ｇｕｅｒｒｅ　ｅｔ１ｅ　ｃｏｎＨ １ｔ　 ｈｏｕ１１１ｅｒ１９１９－１９２６Ｅｔｕｄｅ　ｄｅ　ｐｓｙｃｈｏ１ｏｇ１ｅ

　　　 ｓｏｃｌａ１ｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａｒｍａｎｄ　Ｃｏ１ｍ，１９３０４２４ｐ８

。

．３７）／１・Ｐ１〕

　　　　　Ｐｒｏｂ１ｅｍｅｓ　ｂｒｌｔａｍ１ｑｕｅｓ　ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅｓ　ｏｒｇａｍｓｅｅｓ　ｐａｒ１ａ　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｄｅｓ　ａｎｃ１ｅｎｓ　ｅ１ｅｖｅｓ　ｅｔ　ｅ１ｅｖｅｓ　ｄ
ｅ

　　　１’Ｅｃｏ１ｅ１ｉｂｒｅ　 ｄｅｓ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ　ｐｏＩｉｔｉｑｕｅｓ．Ｐａｒｉｓ ，Ｆ６１ｉｘ　Ａｌｃａｎ．１９３６，２３８ｐ ．１２
。．

　　　　　フランスでの英国通の外交官，軍人，文学者などによる連続講演。シーグフリード，モーロワなど

　　　の名が見当たる 。

　　　　　講演を催した政治学自由学院は１８７１年に創設され，戦前まで存続した私立学校。官僚養成の場であ

　　　っ た。 シーグフリードも長くここの教授で，当時なおその地位にあ った 。

３８）　〔皿．Ａ１〕

　　　　　Ａ１ｐｅｒｏｖ１ｔｃ ｈ， Ｐａｕ１Ｌａ　ｃｒ１ｓｅ　ｂｏｕｒｓ１ｅｒｅ　ａｍｅｒ１ｃａｍｅ　ｄｅ１９２９Ｐａｒ１ｓ，Ｌ１ｂ
ｒａ１ｒ１ｅ　ｄｅ　ｊｕｒｌｓｐｒｕｄｅｎｃｅ　ａｎｃ１ｅｎ

　　　ｎｅ　ｅｔ　ｍｏｄｅｍｅ　Ｄ
ｕｃｈｅｍｍ，１９３１１８５ｐ８

．

３９）　〔■．Ｐ３〕

　　　　　Ｐ
ｏｚｎｅｒ，Ｖ１ａｄ１ｍ１ｒ　Ｌｅｓ　Ｅｔａｔｓ －ｄｅｓｕｍｓ　Ｒｅｐｏｒｔａｇｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｄｅｎｏｅ１１９３７３０８ｐ１２

。

　　　　　この書名は，もちろんＬｅｓ　Ｅｔａｔｓ －Ｕｎｉｓ をもじっ たものである 。

４０）　〔Ｉ．Ｇ１〕

　　　　　Ｇ１ｒａｕｄ，Ｒｅｎｅ　Ｖｅｒｓ　ｕｎｅ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｎａ１ｅ　ｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｌ１ｂｒａ１ｒ１ｅ　Ｖａｌ０１ｓ１９３１２３９ｐ８
。

　　　（Ｂ１ｂ１１ｏｔｈｅｑｕｅ　ｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅ　ｕｎ１ｖｅｒｓｅ１１ｅ，８）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８１）



３０６　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　４１）　〔Ｉ．Ｓ２〕

　　　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｄｅｓ　ｎａｔ１ｏｎｓ　Ｉｎｓｏｔｕｔ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｎａ１ｄｅ　ｃｏｏｐｅｒａｔ１ｏｎ１ｎｔｅｌ１ｅｃｔｕｅ１１ｅ〔Ｌ’ａｍ６ｅ１９３３ｄｅ１ａ

　　 ｃｏｏｐ６ｒａｔ１ｏｎ　ｍｔｅ１１ｅｃ血ｅ１ｌｅ〕Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｔｈｅ　ｍｓｔ ，１９３４１９６ｐ１２

．

　４２）　１枚は加盟各国のこの研究所（Ｉ．Ｉ ．Ｃ ．Ｉ．）への拠出金一覧（３２年から３４年まで）で，横に「日本側

　　の協力を得て日本文化紹介事業を始めたく種々苦心致居候へど中々思ふ様に交渉進捗致さず困惑致居

　　候」とある 。もう１枚は研究所の幹部職員１９人の名簿で，日本人の名はそのうちのＳｅｃｒ６ｔａ１ｒｅｓ１１人

　　の中にＪ．ＳＡＴ０がある 。この佐藤カ苓己したものか。２枚目には，「以上の職員は佛國政府より外交官

　　の特権と免除を与へられ居候」「此他事務職員約＝拾名」とある 。

　　　なお，前年の３３年に日本は国際連盟を脱退していたが，参考として『日本外交史辞典』の「国際連

　　盟脱退」の項の一部を引用すると ，「日本は結局脱退に踏み切 ったが，それは後髪をひかれる思いで

　　連盟から訣別したのである。実質的には，日本は政治的性質をおびた機関には参加協力しないが，平

　　和的専門機関との協力は脱退とは関係なく継続するというものであり ，その方針は３８年１１月まで続い

　　たのである」。

　４３）〔Ｉ．Ｉ２〕

　　　〔Ｓｏｃ１６ｔ６ｄｅｓ　ｎａｔ１ｏｎｓ〕Ｉｎｓ耐ｕｔ　ｍｔｅｍａ廿ｏｎａ１ｄｅ　ｃｏｏｐ６ｒａｔ１ｏｎ　ｍｔｅ１１ｅｃｔｕｅ１１ｅ　Ｌ’ａｄｏｐｔ１ｏｎ　ｕｍｖｅｒｓｅ１１ｅ

　　ｄｅｓ　ｃａｒａｃｔさｒｅｓ　ｒｏｍａｍｓ　Ｐ
ａｎｓ，Ｔｈｅ　ｍｓｔ ，１９３４１９７ｐ８

。

　　　宛名はこうある 。

Ｍｏｎｓ１ｅ皿１ｅ　Ｐｒｍｃｅ　Ｋ　ＳＡＩＯＮＺＩ
，

　　　　　　　　ＯＫＩＴＳＵ（Ｊａｐｏｎ）

４４）Ｌｅ２４ｊｕ１ｌ１ｅｔ１９２９，ａｕ　ｃｏｕｒｓ　ｄｅ１ａ　ｏｎｚ１ｅｍｅ　ｓｅｓｓ１ｏｎ　ｄｅ１ａ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｎａ１ｅ　ｄｅ　Ｃｏｏｐｅｒａｔ１ｏｎ

　ｍｔｅ１１ｅｃｔｕｅ１１ｅ　ｌｅ　ｐｒｏｆｅｓｓｅｕｒ　Ｔａｎａｋａ　ａｔｔ１ｒａ１’ａ廿ｅｎｔ１ｏｎ　ｄｅｓ　ｍｅｍｂｒｅｓ　ｄｅ　ｌａ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ　ｓｕｒ１’ｍｐｏｒ
－

　ｔａｎｃｅ　ｄｅ１’ｕｍ丘ｃａｔｌｏｎ　ｄｅ１’ｅｃｒ１ｔｕｒｅ　ｐｏｕｒ１ｅ　ｒａｐｐｒｏｃｈｅｍｅｎｔ　ｄｕ　ｍｏｎｄｅ　ｍｔｅ１１ｅｃｔｕｅ１ｄｅ　ｌ ’Ｏｃｃ１
ｄ．

ｅｎｔ　ａｖｅｃ

　ｃｅ１ｕ１ ｄｅ１’Ｏｎｅｎｔ

４５）同書別巻一ｐ．１７３

４． 歴史，伝記，外交

　直接に「時局」をあつかった著述だけでなく ，各国の近代史を概観する歴史書も備えられてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
る。 パスケ『アメリカ国民の政治および社会史』（１９２４），ジャッ ク・ バンヴィル（１８７９－１９３６）の

　　　　　　　　　２）
代表作『フランス史』全２巻（１９２６）。 前者はアメリカ大使からの寄贈である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　歴史書というより ，伝記への興味が加わるが，ウイルヘルム２世の『わが生涯の記
（１８５９－１８８８）』（１９２６）も ，回想の主とドイッ公使時代に接しただけに，第３項で触れたビューロー

との書簡集とともに一読したいものであ ったに違いない。カフリエル ・アノトー『わたしの時
４）

代』（１９３３－３８）は，フランス百年史と言 ってよいものである 。著者は西園寺旧知の元外交官，文

筆家。ふたりは年令も近く ，いずれも９１歳の長寿をまっとうした。著者の伝記と重ねあわせた叙

述であるから興趣はひとしおであ ったろう 。

　さらには，逸話中心の年代記にも大きな古典が蔵されている 。定評ある『ハルビエの日記　摂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
政時代およぴルイ１５世の治世の年代記（１７１８－１７６３）』全６巻（１８６６）で ，古書でととのえられてい

る。 どの程度に読まれたものか…… 。ナポレオン１世をめぐる史料として，１９２０年代に発見され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８２）



　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　３０７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）話題になっ た， キールマンスエッ ゲ伯爵夫人（１７７７－１８６３）の『回想録』のフランス語訳全２巻

（１９２８）も収まっ ている 。ザクセン生まれの，この女性はナポレオンを崇拝し，そのためにさま

ざまの役割を演じた。補遺にナポレオンの書簡などが付されている 。本文中に色鉛筆の跡がある
が， ナポレオンに関するものではなく ，タレーランの悪徳ぶりに関心が示されている 。

　外交という仕事に西園寺が晩年まで関心を失わなかったことも蔵書からうかがえる 。フランソ

ワ　ドゥ ・カリェ ール（１６４５－１７１７）といえは ，『外父談判法』（Ｄ・ｌａ　ｍａｎ・ｅ・・ｄｅ　ｎ・ｇｏｃｌｅ・ａｖｅｃ１ｅｓ

．ｏｕｖ。。。ｉｎ。（Ｐ。。ｉ。，１７１６））が外交術の古典として知られるが，それに並ぶ，もうひとつの著作『社
　　　　　　　　　　　　　７）
交の学と ，処世に役立つ知識』（１７１７）が蔵されている 。初版本であり ，陶庵公の蔵書のなかで

は数少ない１８世紀の刊本である 。これは公の外交官時代に求められたものではなく ，文庫の収書

の推定時期からして，ず っと後年に購われたのであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）　パリ大学教授アンリ ・オゼ ール編集の２巻の大著『ヨーロッパ外交史（１８７１－１９１４）』（１９２９）は

みずからの壮年期の日々をふりかえりつつ読んだことであろう 。最晩年の時期のものだが，フラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）ンス外務省の内幕を描いたポール ・アラール『オルセー 河岸　歴史とスタ ッフなど』（１９３８）は

エッ セー風の読物である 。西園寺の興味をそそる一本であ ったことと思われる 。

　哲学思想というか，思弁的な形而上学への関心は西園寺に一概に乏しいと言えるであろう 。陶

庵文庫の洋書にもわずかに２著者の著書を数えるのみである 。ひとつは，ロンドンで出た英語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）本で，フレデリッ ク・ ヒュー・ ケイプロン（１８５７一 ？）『眞理の解剖』（刊行年なし）と『眞理の葛

１１）

藤』（１９０２）。 いまひとつは，ジャウォルスキーというポーランド名前の著者にルネ ・ダバディー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）が協力したという ，フランス語での２部作全５冊『生物学次元』（Ｉ ，ｕ ，皿）ならびに『社会の
　１３）

次元』（Ｉ ，１）（１９１７－１８）のうちの最初４冊である 。いずれも同著者の著作を複数揃えているか
ら， しかるべき関心にもとづく架蔵のはずだが，ふたりの著者ともこれらが著作のほとんとすべ

てで，また，著者についての思想史的な言及はどこにも見当たらない。人から寄贈されたものな

らともかく ，西園寺がとういう脈絡でこれらの図書に興味を覚えたか計りかねる 。

　　さらに，手元の辞書あるいは宝典として，書見のおりふしに参看されたと思われる諸本をこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）こにあわせて記すことにする 。まず，『フランスおよぴ外国総合年鑑１９１９年版』（１９１９？）は１２２２

ぺ一シの部厚い便覧で，まことに便利そうである 。アネ ソトお祖母さんなる著者名で，生活の心
　　　　　　　　　　　　　　１５）
得を説ききかせる体の『生活宝典』（１９１１）は巷間よくある ，日常あるいは社交生活手引書のな

かでは本格的である 。大判のうえに，補遺を加えて１０００ぺ 一ジ近い大冊。上流社会だけでなく ，

あらゆる階層を対象にしていて，この時代のフランス人の生活資料ともなりうるものである 。西

園寺文庫にもこうした手引書は見当 ったが，もちろん時代の推移にあわせて買いととのえられた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
のであろう 。そのほかラルースの『フランス語語源一覧辞書』は，西園寺文庫とおなじ第７版が

ある 。書斎の主には座右に欠かせぬものであ ったのか。どこにもあるプチ ・ラルースや『ヴ ェル

モ年鑑』（１９２８年版）は言うまでもない
。

　つまり ，西園寺の読書はもちろん専門家のそれでなく ，自分の好尚にしたがったに過ぎないけ

れとも ，基礎的な参考図書類の用意は十分にあると言えよう 。

（４８３）



３０８　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　　１）　〔皿．Ｐ２〕

　　　　　　Ｐ
。。ｑ。・ｔＤＨ１…１・・ｐ・１１・１ｑ・・・・…１・１・ｄ・ｐ・・ｐ１・・ｍる・１・・ｍＰ・・１・，Ｐ１… ｄ１９２４４１０ｐ８て・ｍ・

　　　　１ ：Ｄｅｓ　ｏｎｇｍｅｓ　ａ１８２５

　　　　　　２巻本の１巻目のみ。つぎの献呈辞がある 。

Ｈｉｓ　Ｅｘｃｅｌ１ｅｎｃｙ

　　　Ｐｒ１ｎｃｅ　Ｓａ１ｏｎｊ１

ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｃｏｍｐ１１ｍｅｎｔｓ　ｏｆ

　　　　　Ｃｈａｒ１ｅｓ　ＭａｃＶｅａｇｈ

Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ１９２７

　　　　チャールズ ・マッ クヴィーは駐日アメリカ大使。在任期間は２５年１２月から２８年１２月まで 。

２）　〔皿．Ｂ１〕

　　　　Ｂａｍｖ１ｌ１ｅ，Ｊａｃｑｕｅｓ　Ｈ１ｓｔｏｒｅ　ｄｅ　Ｆｒａｎｃｅ　Ｐａｒｌｓ
，Ｊｕｌｅｓ　Ｔａ１１ａｎｄ１ｅｒ１９２６２ｖｏ１－Ｔ１３１０ｐ－Ｔ２

　　２８４ｐ（Ｂ１ｂ１１０ｔｈさｑｕｅ “Ｈ１ｓｔｏｒ１ａ
’’

）

３）　〔皿．Ｇ４〕

　　　　Ｇｕｌ１１ａｕｍｅ１Ｉ　Ｓｏｕｖｅｍｒ　ｄｅ　ｍａ　ｖ１ｅ（１８５９－１８８８）Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ　ｌ ’ａ１１ｅｍａｎ（１Ｐａｒ１ｓ，Ｐａｙｏｔ１９２６

　　４４３ｐ８。（Ｃｏ１１ｅｃｔｌｏｎ　ｄ’ｅｔｕｄｅｓ，ｄｅ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｅｔ　ｄｅ　ｔ６ｍ０１ｇｎａｇｅｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅｒｖ１ｒ　ａ１’ｈ１ｓｔｏ旺ｅ　ｄｅ　ｎｏｔｒｅ

　　 ｔｅｍｐ・）

４）　〔皿．Ｈ２〕

　　　　Ｈ
ａｎｏｔａｕｘ，Ｇａｂｒ１ｅ１Ｍｏｎ　ｔｅｍｐｓ　Ｐａｒｌｓ，Ｐ１ｏｎ１グ２ｖｏ１－Ｔ１Ｄｅ　ｌ’ｅｍｐｒｅ主１ａ　ｒ６ｐｕｂ１１ｑｕｅ１９３３

　　
３５４ｐ－Ｔ２Ｌ

ａ　ｔｒ０１ｓ１ｅｍｅ　ｒ６ｐｕｂ１１ｑｕｅ，Ｇａｍｂｅｔｔａ　ｅｔ　Ｊｕ１ｅｓ　Ｆｅ血ｙ１９３８５３１ｐ

５）　〔皿．Ｂ２〕

　　　　Ｂ
ａｒ

ｂ１ｅｒ，Ｊｏｕｍａ１ｄｅ　Ｃｈｒｏｍｑｕｅ　ｄｅ１ａ　ｒｅｇｅｎｃｅ　ｅｔ　ｄｕ　ｒｅｇｎｅ　ｄｅ　Ｌｏｕ１ｓ　ＸＶ（１７１８－１７６３）Ｐａｒ１ｓ，Ｃｈａｒ

　　ｐｅｎｔ１ｅｒ　８ｖｏ１　１８６６　１６
０

６）　〔Ｉ．Ｄ１〕

　　　　Ｄｅ１ａｇｅ，Ｊｏｓｅｐｈ　ｅｄｌｔｅ　ｐａｒ　Ｍｅｍｏ１ｒｅｓ　ｄｅ１ａ　ｃｏｍｔｅｓｓｅ　ｄｅ　Ｋ１ｅ１ｍａｍｓｅｇｇｅ　ｓｕｒ　Ｎａｐｏ１６ｏｎ　Ｉ　ｅｒ　Ｄ’ａｐｒｅｓ

　　 １ｅ　ｍａｎｕｓｃｒ１ｔ　ｏｒ１ｇｍａ１ｄｅｓ　ａｒｃｈ１ｖｅｓ　ｄｕ　ｃｏｍｔｅ　Ｇｕｅｒｍｏ　ｚｕ　Ｌｙｎａｒ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｅ１’ａ１１ｅｍａｎｄ　ｐａｒ

　　Ｊｏｓｅｐｈ　Ｄｅ１ａｇｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｖ１ｃｔｏｒ　Ａｔｔｍｇｅｒ１９２８８．２ｖｏ１－Ｔ１２０７ｐ－Ｔ２２１４ｐ

　　　　図書カードに刊行年が１９３８とあるのは誤り 。

７）　〔Ｉ．Ｃ１〕

　　　　Ｆｒａｎｇ０１ｓ　ｄｅ　Ｃａ１１１ｅｒｅｓ　Ｄｅ１ａ　ｓｃ１ｅｎｃｅ　ｄｕ　ｍｏｎｄｅ，
ｅｔ　ｄｅｓ　ｃｏｍａ１ｓｓａｎｃｅｓ　ｕｔ１１ｅｓ さ１ａ　ｃｏｎｄｕ１ｔｅ　ｄｅ１ａ　ｖ１ｅ

　　Ｐａｒｉｓ ，Ｅｔｉｅｎｎｅ　Ｇ
ａｎｅａｕ

，１７１７．ＸＶ皿．３１０，５ｐ．１６
。．

　　　　ただし，フランス国立図書館のカタログには，その後の版の記載はない 。

８）　〔皿．Ｈ３〕

　　　　Ｈ
ａｕｓｅｒ，ＭＨｅｎｎｅｄ　Ｈ１ｓｔｏ皿ｅｄｌｐ１ｏｍａｔ１ｑｕｅ ｄｅｌ ’Ｅｕｒｏｐｅ（１８７１－１９１４）Ｐａｒｌｓ，Ｌｅｓ

Ｐｒｅｓｓｅｓｍ１ｖｅｒｓｌ

　　 ｔａ１ｒｅｓ　ｄｅ　Ｆｒａｎｃｅ１９２９８Ｔ１４７６ｐ－Ｔ２３８９ｐ（Ｍａｎｕｅｌ　ｄｅ　ｐｏ１１ｕｑｕｅ　ｅ皿ｏｐｅｅｎｎｅ）

９）　〔Ｉ．Ａ２〕

　　　　Ａ１１ａｒｄ， Ｐａｕ１Ｌｅ　Ｑｕａ１－
ｄ’Ｏｒｓａｙ　Ｓｏｎ　ｈ１ｓｔ０１ｒｅ ，ｓｏｎ　ｐｅｒｓｏｎｎｅ１，ｅｔｃ　Ｐａｒ１ｓ，Ｌｅｓ　Ｅｄ１ｔ１ｏｎｓ　ｄｅ　Ｆ

ｒａｎｃｅ

　　 １９３８，２３４ｐ．１グ

　　　　ポール ・アラールの名では古代キリスト教史家（１９４１－１９１６）が有名だが，こちらは１９３０年代から

　　４０年代初頭にかけて政治経済関係の著作を残している 。

１０）　〔Ｉ．Ｃ４〕

　　　　Ｃ
ａｐｒｏｎ

，Ｆ〔ｒｅｄｅｒ１ｃｋ〕Ｈｕｇｈ　Ｔｈｅ　ａｎａｔｏｍｙ　ｏｆ　ｔｍｔｈ　２ｎｄ　ａｎｄ　ｒｅｖ　ｅｄ．Ｌｏｎｄ．ｏｎ，Ｈｏｄｄｅｒ　ａｎｄ

　　Ｓｔ・・ｇｈｔ・・．／ｎ．ｄ．〕３４４ｐ．８
ｏ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８４）
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１１）　〔Ｉ．Ｃ５〕

　　 Ｃａｐｒｏ叫Ｆ〔ｒｅｄｅｒ１ｃｋ〕Ｈｕｇｈ　Ｔｈｅ　ｃｏｎＨ１ｃｔ　ｏｆ　ｔｍｔｈ７ｔｈ　ｅｄ　Ｌｏｎｄｏｎ，Ｈｏｄｄｅｒ　ａｎｄ　Ｓｔｏｕｇｈｔｏｎ〔１９０２〕

　５１８ｐ．８
ｏ．

１２）〔Ｉ．Ｊ３〕〔Ｉ．Ｊ４〕〔Ｉ ．Ｊ５〕

　　Ｊａｗｏｒｓ ｋ１，Ｈｅ１ａｎ，ａｖｅｃ１ａ　ｃｏ１１ａｂｏｒａｔ１ｏｎ　ｄｅ　Ｒｅｎｅ　ｄ’Ａｂａｄ１ｅ　Ｌｅ　ｐ１ａｎ　ｂ１ｏ１ｏｇ１ｑｕｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａ　Ｍａ１ｏｍｅ　ｅｔ

　丘１ｓ１ゴ３ｖｏ１－Ｉ　Ｌ，ｎｔｅｒ１ｏｒｌｓａｔ１ｏｎ１９１７２５４ｐ－ｎ　Ｌ ’ａｒｂｒｅ　ｂ１ｏ１ｏｇ１ｑｕｅ，ｓａ　ｓ１ｇｍ丘ｃａｔ１ｏｎ１９１８３８４

　ｐ一皿　 Ｌａ　ｐｅｒ１ｏｄｅ　ｇｅｏ１ｏｇ１ｑｕｅ，ｓａ　ｓ１ｇｍ６ｃａｔ１ｏｎ，１ａ　ｎａ１ｓｓａｎｃｅ１９１８１７６ｐ（Ｕｎ　ｐａｓ　ｄａｎｓ１’ｅｓｓｅｎｃｅ　ｄｅｓ

　ｃｈｏｓｅｓ，１ ，２ｅｔ３）

１３）〔Ｉ．Ｊ１〕

　　Ｊａｗｏｒｓ ｋ１，Ｈｅ１ａｎ　Ｌｅ　ｐ１ａｎ　ｓｏｃ１ａ１Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａ　Ｍａ１ｏｍｅ　ｅｔ丘１ｓ１９１８１ゴーＩ　 Ｌ’ｈｕｍａｍｔｅ，ｓａ　ｃｒ０１ｓ

　ｓａｎｃｅ．（Ｕｎ　ｐａｓ　ｄａｎｓ１ ’ｅｓｓｅｎｃｅ　ｄｅｓ　ｃｈｏｓｅｓ，４）

１４）　〔Ｉ．Ａ３〕

　　Ａｍｕａ１ｒｅ　ｇｅｎｅｒａ１ｄｅ１ａ　Ｆｍｃｅ　ｅｔ　ｄｅ１’ｅｔｒａｎｇｅｒ　Ｐｏｕｒ１’ａｍｅｅ１９１９Ｐａｎｓ，Ｃｏｍ１ｔｅ　ｄｕ１１ｖｒｅ１９１９

　１２２２ｐ．１２
。．

１５）　〔Ｉ．Ａ４〕

　　 Ａｍｅ廿ｅ，Ｇｍｄ’Ｍｅｒｅ　Ｌｅ　ｃｏｄｅ　ｄｅ１ａ　ｖ１ｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ａｄｍ１ｍｓｔｒａｔ１ｏｎ１９１１８８７ｐ　ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ９５ｐゴ

１２）　〔Ｖ．Ｓ１〕

　　Ｓｔａｐｐｅｒｓ，Ｈｅｎｒ１ Ｄ１ｃｔ１ｏｍａｒｅ　ｓｙｎｏｐｔ１ｑｕｅ　ｄ ’ｅｔｙｍｏｌｏｇ１ｅ　ｆｒａｎｃａ１ｓｅ，ｄｏｍａｎｔ１ａ　ｄｅｒ１ｖａｔ１ｏｎ　ｄｅｓ　ｍｏｔｓ

　ｕｓｕｅ１ｓ ７ｅ　ｅｄ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｌａｒｏｕｓｓｅ

　〔Ｓａｎｓ　ｄａｔｅ〕９５９ｐ１グ

５． 日本に関する図書

　　　　　　１）
　２７部を数える 。寄贈が多いと思われるが，まっ たく関心外と思われる図書も ，寄贈者の好意を

重んじてか保存されている 。西園寺文庫でもそうであ ったが，外国語による日本研究の著述は ，

心して残されているようである 。

　まず日本人による著書のうち主なものを挙げると ，小林照朗（てるあき）著，吉田ジ ュンキチ
　　　　　　　　　　　　　２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
訳『日本の社会一社会学的研究』（１９１４），箕作佳吉（かきち）著『日本の社会生活』（宮島幹之助発

行）（１９２２）。 いずれも ，日本社会の実情の紹介を目的に出版されたものと思われる。前者は東京

帝大社会学講座の初代教授の建部遜吾（たけべ ・とんご）（１８７１－１９４５）の序文がつき ，日本の草創

期社会学の水準を示すものであろう 。しかし，後者は著者，発行者とも動物学者であ って，しか

も物故した著者の名で出されている。出版の子細がよくわからない 。

　２２年春には，グラン ・パレのボザールのサロンで「日本美術展覧会」がおこなわれたが，その
　４）
図録が収まっ ている 。この展観は近世から近代の日本美術を絵画彫刻工芸と概観したもので，海

外での企画として有数の規模であ った。出品の例を絵画について示すと ，探幽，直庵，山雪，又

兵衡，師宣，光琳，乾山，若沖などから ，栖鳳，松園に及ぶ。図録は在仏のだれかから届けられ

たものであろうが，意外にもナイフが入 っていない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）　『星一氏ノ後援二依ル燭逸人ノ化學二關スル學術的研究』（１９２４）は，ドイッで出されたドイッ

語の論文集。インフレーシ ョンに悩む戦後ドイツ科学界のための出版援助で，三方金の立派な造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）本である 。ステニルベ ール ・オベルラン ，岩村ヒデタケ（英武？）共訳『芸者の唄』（１９２６）は

，

うた沢の初めての紹介。フジタの水彩が付されて酒脱なものである 。西園寺にとっ ては，これあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８５）



　３１０　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

るかなという一本であ ったろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
　美術書で邦文に英語訳を併記したものに，福井菊三郎（１８６６－１９４６）『日本陶磁器と其国民性』

（１９２７）がある 。福井菊三郎は三井合名会社理事，三井物産その他の取締役を勤めた財界人。講

和会議出席の際も実業家代表として随員に加わ っている 。この著作は東只での講演をもとにして

おり ，１９２６年の初版の増補版である 。おそらく ，先輩の益田鈍翁あたりの感化もあるのであろう

が， 素人として書いたと著者自身が言っているように，記述はむしろ異色で，茶道愛好家　般と

はことなっ た， ひろやかな目が感じられる 。とくに披見のあとはないが，知人でもある ，そうし

た研究家の手になる ，２カ国語による手頃な陶芸概説として取っておかれたのであろう 。著者は

のちの１９３４年にも講演をおこない，それを別書『陶磁芸術の人問的要素』にまとめ，国際文化振

興会から英仏西の３国語で刊行している 。

　　　　　　　　　　　　　　　８）　織田萬の大著『日本行政法原理』（１９２８）は西園寺に近い人物のものゆえ，もちろん献呈であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
る。 中央大学からの寄贈は，伊藤博文『憲法義解』の，伊東巳代治による英訳（１９３１）である 。

西園寺にとっ ては，博文の憲法調査に随行した，まだ若い日の思い出と切り離せない晶であろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
　３０年代に入 って戦雲がただよっ てきたことを，紫雲荘発行の英文小冊子『日本の皇道外交』

（１９３４）は感じさせる 。紫雲荘なる団体を主宰した政治評論家の橋本徹馬（てつま）は，旧政友会

につながる開明派の右翼であ ったらしく ，おそらく西園寺も見知 っていた人物であ ったのであろ

う。

　フランス派の日本人学者による刊行物もいろいろ挙げられる 。なかでの代表格の姉崎正治（筆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
名廟風）のパリ大学での講演『日本文明の現在の危機』（１９３５）と ，日本論とも言うべき著書『日
　　　　　　　　　１２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
本の芸術，生活，自然』（１９３８）。 姉崎の文章はそのほか『世界周遊協会雑誌』〔とでも訳すべき

であろうか？〕にも ，講演「日本における宗教団体の現状」が収められている。多方面に活動し

た， この学者と西園寺は交際もあり ，その著書は和洋さまさまに蔵されている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
　あるいは，杉山直治郎『わたしのフランスでの任務，１９３４年　講演と談話』（１９３６）。 法曹関係

ではさらに，杉山の師であり ，日仏会館館長であ った人を追悼するために日仏の学者によっ て編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
まれた，２カ国語版の冊子『アンリ ・カピタン教授追悼講演集』（１９３８）と ，これに呼応してフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
ランス側で編纂された『富井男爵，カピタン教授への類辞』（１９３９）とが架蔵されている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
　文芸では，松尾邦〔之助〕 ，ステニルベ ール ・オベルラン訳『芭蕉とその弟子たちの俳講』

（１９３６）。 これもフジタの挿絵が入る。俳句を好んだ陶庵公の好尚に投じたにちがいない。そのほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
か， 東足の国際文化振興会が発行した『仏伊西葡語　日本関係図書略書誌』（１９３６）は，簡にし

て要を得た重宝な手引と見える 。

　ついで，フランス人による著述を挙げると ，元の駐日大使オギュスト ・ジエラールによる『わ

　　　　　　　　１９）
たしの日本での任務（１９０７－１９１４）』（１９１９）。 さらに，当時の大使ポール ・クロー デルの小冊子『燃

　　　　　　　　　　　　　　２０）
えさかる都市のあいだを 。実見録』（１９２４）は，大震災の翌年に刊行された 。

　日仏の問の歴史文書だが，フランス側から贈られた写真版がある 。安政６年己未８月２６日に取

　　　　　　　　　　　　　２１）
り交わされた条約の日本語正文である 。表紙に「パリの大学都市がその日本人の友に贈る」とあ

る。 刊行年の記入がないが，添えられた呈辞の日付からすれは３３年か。書面には「源家茂」の署

名と「経文緯武」四文字の大きな朱印，さらに外国事務老中などの署名もついて美々しいが，門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８６）
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外の筆者に文書の意義は量りかねる 。

　在日のフランス人による ，いくつかの著書は日仏文化交流の実を示している 。日本の詩歌の訳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
書であるジ ョルジュ ・ホノー『日本的感性』（１９３４），ノエル ・ヌエソト『東只スケ ソチ五十景』

（１９３５），関西日仏学館新館竣工を記念したルイ ・マルシャン『京都の日仏学館新館　仏日の知的
　　　　　　　　　　　　２４）
交流史に資するための資料』（１９３７）などである

。

　しかし，外から日本を見るとき ，その国際的な地位の危うさが観察者の眼をまず引かずにはい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
ない。モリス ・ラシャン『日本１９３４年』（１９３４），アルバート ・ハインドマーシュ『日本とアジア
　　２６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
の平和』（１９３７），クロード ・ファレール『アジアにおけるヨーロッパ』（１９３９）といっ た著作で

ある 。

１）文芸，美術に属する図書でも ，日本に関わるものはこちらに含めての数字である 。

２）　〔Ｉ．Ｋ１〕

　　Ｋｏｂａｙａｓｈ１，Ｔｅｒｕａｋ１Ｌａ　ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｊａｐｏｎａ１ｓｅ，ｅｔｕｄｅ　ｓｏｃ１ｏ１ｏｇ１ｑｕｅ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕｌｔ　ｄｕ　ｊａｐｏｎａ１ｓ　ｐａｒ

　Ｊｕｋ１ｃ
ｈ１ Ｙｏｓｈｌｄａ，ａｖｅｃ１ｅ　ｃｏｎｃｏｕｒｓ　ｄｅ　Ｍｍｅ　Ｌａｕｄｅｎｂａｃｈ， ｓｏｕｓ　ｌｅ　ｃｏｎｔｒ６１ｅ　ｄｅ１’ａｕｔｅ皿Ｐａｒ１ｓ

，Ｆ６１１ｘ

　Ａ１ｃａｎ１９１４２２３ｐ８。（Ｂ１ｂ１１０ｔｈｅｑｕｅ　ｄ ’ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｍｅ）

　　原著は『日本之社会』（東京，金港堂。初版１９０７年。〈社会学論叢第２巻〉）であろう 。

３）〔Ｉ．Ｍ７〕

　　Ｍ１ｔｓｕｋｍ　Ｋ〔ａｋ１ｃ
ｈ１〕Ｌａ　ｖ１ｅ　ｓｏｃ１ａ１ｅ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｐｕｂ１ｌｅ　ｐａｒ　Ｍ１ｋｍｏｓｕｋｅ　Ｍｌｙａｚｍａ肌

　Ｐａｒ１ｓ
，Ｓｏｃｌｅｔｅ　ｆｒａｎｃｏ－ｊａｐｏｎａ１ｓｅ　ｄｅ　Ｐ

ａｒ１ｓ　１９２２　１４７ｐ　１グ

　　体系的な日本社会論である 。巻中，著者の写真に添えて「（１８５７－１９０９）動物学教授」とあり ，その

　略歴の紹介がある 。「東只帝国大学において１８８２年から１９０９年まで 。１９０１年から０７年まで理学部長」。

　箕作佳吉は秋坪の三男。元八の兄にあたる 。尻甫は母方の祖父。フランス法の大家麟祥は母方の従兄 。

　　序文を宮島が書き ，巻末に「日本における阿片悪用とその撲滅」を執筆している。宮島幹之助

　（１８７２－１９？）は慶大医学部教授。国際連盟保健委員会の日本代表委員，また国際阿片会議専門委員で

　あ った 。

４）　〔ＩＶ．Ｓ１〕

　　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｎａｔ１ｏｎａ１ｅ　ｄｅｓ　ｂｅａｕｘ　ａｒｔｓ　Ｅｘｐｏｓ１ｔ１ｏｎ　
ｄ’ ａｒｔ　ｊａｐｏｎａ１ｓ　ａｕ　Ｓａｌｏｎ　ｄｅ１ａ　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｎａｔ１ｏｎａ１ｅ　ｄｅｓ

　ｂｅａｕｘ　ａｒｔｓ　ｄｕ２０ａｖｒ１１ａｕ３０ｊｕｍ１９２２Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｅｄ１ｔｌｏｎｓ　ｄｅ１’Ａｂｅ１Ｉ１ｅ　ｄ’ｏｒ１９２２４８ｐ ，７２ｐ１１２

．

５）　〔Ｉ．Ｄ３〕

　　Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　ｗ１ｓｓｅｎｓｃｈａｆｔ１１ｃｈｅ　Ｕｎｔｅｒｓｕｃｈｍｇｅｎ　ａｕｆ　ｄｅｍ　Ｇｅｂｌｅｔｅ　ｄｅｓ　ｃｈｅｍｌｅ，ａｕｓｇｅｆｕｈｒｔ　ｍｌｔ　Ｕｎｔｅｒ

　ｓｍｚｍｇ　ｖｏｎ　Ｈａ』１ｍｅ　Ｈｏｓ
ｈ１ Ｌｅ１ｐｚｌｇ，Ｖｅｒ１ａｇ　Ｃｈｅｍｌｅ１９２４６２０ｐ８

。

　　ドイツ語の書籍だが，わずかに本文に示した表題が扉に日本語で大きく印刷されている。中に葉書

　大の紙片が入 っており ，ｒ燭逸科學相扶會（Ｎｏｔｇｅｍｅｍｓｃ
ｈａｆｔ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｗｌｓｓｅｎｓｃｈａｆｔ）」の代表

　者名による ，印刷された呈辞がある 。

６）　〔］Ｉ．Ｃ１〕

　　Ｃｈａｎｓｏｎｓ　ｄｅｓ　ｇｅ１ｓｈａｓ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｐｏｕｒ　Ｉａ　ｐｒｅｍ１ｅｒｅ　ｆ０１ｓ　ｄｕ　ｊａｐｏｎａ１ｓ　ｐａｒ　Ｓｔｅｍ１ｂｅ｝Ｏｂｅｒ１ｍ

　（Ｅ）ｅｔ　Ｈ１ｄｅｔａｋｅ　Ｉｗａｍｕｒａ　Ａｑｕａｒｅ１１ｅｓ　ｅｔ　ｖ１ｇｎｅｔｔｅｓ　ｄｅ　Ｆｏｕｊｌｔａ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｇ　Ｃｒｅｓ１９２６１９２ｐ１２。（Ｌｅｓ

　ｈｅｕｒｅｓ１ｅｇｅｒｅｓ，３）

７）　〔ｒＶ．Ｆ１〕

　　Ｆｕｋｕ１，Ｋ１ｋｕｓａｂ皿ｏ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｃｅｒａｍ１ｃ　ａ血ａｎｄ　ｎａｔ１ｏｎａ１ｃｈａｒａｃｔｅｒ１ｓｔ１ｃｓ　Ｔｏｋｙｏ，Ｋ　Ｏｈａｓ
ｈ１ １９２７６３

，

　５１ｐ．６３ｐ１．８
。．

〔邦文併記〕日本陶磁器と其国民性，東京，大橋光吉，昭和２年 。

　　なお，後年に出版されたもう１冊の著書を，読者の参考のために丁加Ｎ肋ｏ伽Ｚひ伽ｏ〃 Ｃ伽Ｚｏｇ

　〃３－ １９５６１刎仰〃５をそのまま引き ，フランス語版によっ て紹介すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８７）
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　　Ｌｅｓ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ　ｈｕｍａｍｓ　ｄａｎｓ１’ａｒｔ　ｃｅｒａｍ１ｑｕｅ，Ｐａｒ　Ｋ１ｋｕｓａｂｕｒｏ　Ｆｕｋｕ１ Ｔｒａ（１ｕｌｔ　ｄｅ　ｌ ’ａｎｇ１ａ１ｓ　ｐ飢Ｊｅａｎ

　Ｐ１ｅｒｒｅ　Ｈ
ａｕｃｈｅｃｏｍｅ　Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐｏｎ，Ｋｏｋｕｓａｌ　ｂｍｋａ　ｓｈｍｋｏｋａ１

（Ｓｏｃ１ｅｔ６ｐｏｕｒ１ｅ　ｄｅｖｅ１ｏｐＰｅｍｅｎｔ　ｄｅｓ

　ｒｅｌａｔ１ｏｎｓ　ｃｕ１ｔｕｒｅ１１ｅｓ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｎａ１ｅｓ）１９３６

　　２ｐ１ ，３－４０ｐ　ｍｃ１２０ｐ１２２ｃｍ（〔Ｋｏｋｕｓａ１ ｂｍｋａ　ｓｈｍｋｏｋａ１，Ｔｏｋｙｏ　Ｋ　Ｂ　Ｓ　ｐｕｂ１１ｃａｔ１ｏｎｓ　Ｓｅｒ１ｅｓ

　Ｂ，ｎｏ
．３０〕）

　　 “Ｃｅ廿ｅ　ｂｒｏｃｈ皿ｅ　ｒｅｎｆｅｍｅ１ｅ　ｃｏｍｐｔｅｍｄｕ　ｄｅ１ａ　ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｆａ１ｔｅ　ｅｎ　ｎｏｖｅｍｂｒｅ１９３４，ａｕ　Ｔｏｋｙｏ

　ｗｏｍｅｎ’ｓｃ１ｕｂｐａｒ ＭＫ
ｌｋｕｓａｂｕｒｏ Ｆｕｋｕ１”

８）　〔Ｉ．０１〕

　　Ｏｄａ，Ｙｏｒｏｄｚｕ　Ｐｒｍｃ１ｐｅｓ　ｄｅ　ｄｒ０１ｔ　ａｄｍｍ１ｓｔｒａｔ１ｆ　ｄｕ　Ｊａｐｏｎ　Ｐａｒ１ｓ，Ｒｅｃｕｅ１１Ｓ１ｒｅｙ１９２８６０１ｐ８
。

　　献辞にはこうある 。

Ａ　Ｍｏｎｓ１ｅｕｒ１ｅ　Ｐｒｍｃｅ　Ｓａｌｏ叩

ｅｎ　ｈｏｍｍａｇｅ　ｄｅ　ｈａｕｔｅ　ｅｓｔｍｅ

ｅｔ　ｄｅ　ｓｍｃｅｒｅ　ｄｅｖｏｕｅｍｅｎｔ

　　　　　　　　　Ｙ．Ｏ（１ａ

　（訳文）

西園寺公

　深甚なる敬意と

　心よりの忠誠のしるしに

　　　　　　　　織田萬

　　織田（１８６８－１９４５）は行政法が専門で，これに関わる著書が多い。のちに日本で出版される『日本

　行政法原理』（有斐閣 ，１９３４，６７４ｐ）の序の冒頭で織田は「本書は佛文拙著Ｐｒｍｃ１ｐｅｓ　ｄｅ 士０１ｔ　ａｄｍ１

　ｎｉｓｔｒａｔｉｆ　ｄｕ　 Ｊａｐｏｎ の翻謬とも謂ふべきものである」と述べ，その原著執筆のいきさつにも触れてい

　る 。

９）　〔皿．Ｉ１１〕

　　Ｉｔｏ，Ｈ１ｒｏｂ
しｍ１

Ｃｏｍｍｅｎｔａｒ１ｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｃｏｎｓｔ１ｔｕｔ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｅ皿ｐ１ｒｅ　ｏｆ　Ｊａｐａｎ　ｂｙ　Ｐｒｍｃｅ　Ｈ１ｒｏｂｕｍ

　Ｉｔｏ，ｔｒａｎｓ１ａｔｅｄ　ｂｙ　Ｃｏｍｔ　Ｍｉｙｏｊ１ Ｉｔｏ３ｒｄ　ｅｄ１ｔｌｏｎ　Ｔｏｋｙｏ，Ｃｈｕ　ｏ　Ｄａ１ｇａｋｕ１９３１３００ｐ８。〔東只中央大

　学，昭和６年〕

　　奥付によると ，初版明治２２年，再版明治３９年。扉に「西園寺公爵閣下　中央大学敬呈」とある 。

１０）　〔Ｉ．Ｓ６〕

　　Ｓｈ１ｍｓｏ　Ｋｏｄｏ　Ｄ１ｐ１ｏｍａｃｙ　ｏｆ　Ｊａｐａｎ　ｏｎ　ＡｍｅｎｃａｎＪａｐａｎｅｓｅ　ｐｒｏｂ１ｅ皿ｓ　ａｎｄ　ｍｖａ１ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

　Ｔｏｋｙｏ，Ｓｈ１ｕｎｓｏ１９３４６３ｐ１６
．

１１）〔Ｉ．Ｍ４
５ゴ６〕

　　Ａｎｅｓａｋ １， Ｍａｓａｈａｒｕ　Ｌａ　ｃｒ１ｓｅ　ａｃｔｕｅｌ１ｅ　ｄｅ　ｌａ　ｃ１ｖ１１１ｓａｔｍ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ　Ｐａｒ１ｓ，Ｕｍｖｅｒｓ１ｔｅ　ｄｅ　Ｐａｒｌｓ１９３５

　１８ｐ．８。（Ｉｎｓｔｉｔｕｔ　ｄ’６ｔｕｄｅｓ　ｊａｐｏｎａｉｓｅｓ，Ｔｒａｖａｕｘ　ｅｔ　ｃｏｎ胎ｒｅｎｃｅｓ，ｆａｓｃ．３）

　　パリ大学の日本研究所はパリの大学都市日本館におかれていた 。

１２）　〔ｌＶ．Ａ１〕

　　Ａｎｅｓａｋ ｌ， Ｍａｓａｈａｒｕ　Ｌ’ａ武，１ａ　ｖ１ｅ　ｅｔ　ｌａ　ｎａｔｕｒｅ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ　Ｐａｍｓ
，Ｉｎｓ肚ｕｔ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｍ１ｄｅ　ｃｏｏｐｅｒａｔｌｏｎ

　ｍｔｅ１ｌｅｃｔｕｅ１１ｅ１９３８１５３ｐ８。（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｊａｐｏｎａｌｓｅ　ｎｏ２）

　　出版者である，この研究所は後出の『芭蕉とその弟子たちの俳譜』も同叢書で刊行している 。研究

　所については，「３ ．国際情勢をめぐる図書」註４２）を参照 。

１３）　〔Ｉ．Ｂ１〕

　　Ｂｕ１１ｅｕｎ　ｄｅ１ａ　Ｓｏｃ１６ｔｅ　ａｕｔｏｕｒ　ｄｕ　ｍｏｎｄｅ　Ｂｏｕ１ｏｇｎｅ－ｓｕトＳｅ１ｎｅ
，Ｓｏｃ１ａ１ｅｓ　ｅｔ　Ｐｏ１１ｔ１ｑｕｅｓ ８Ｎｏ岨１ｑｕｅ

　１４ｊｕｌｎ１９３１　１７ｅ　ａｎｎｅｅ（１９３０）

　　姉崎論文のフランス語題名はＥｔａｔ　ｐｒ６ｓｅｎｔ　ｄｅｓ　ａｓｓｏｃ１汕ｏｎｓ　ｒｅ１１ｇ１ｅｕｓｅｓ　ａｕ　 Ｊａｐｏｎ。雑誌の註記によ

　ると ，この論文は姉崎が１９３０年ロントンで出版した大著Ｈ１ｓｔｏ町ｏｆ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｒｅ１１９１０ｎの結論部分を

　紹介したもの 。

１４）　〔Ｖ．Ｓ２〕

　　Ｓｕｇ１ｙａｍａ，Ｎａｏｊ１ｒｏ　Ｍ三ｍ１ｓｓ１ｏｎ　ｅｎ　Ｆｒａｎｃｅ
，１９３４　 ｃｏｎｆｅｍｃｅｓ　ｅｔ　ａ１１ｏｃｕｔ１ｏｎｓ　Ｔｏｋｙｏ，Ｌａ　Ｍａｌｓｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８８）



西園寺公望のフランス語蔵書（奥村） ３１３

　ｆｒａｎｃｏ－ｊａｐｏｎａ１ｓｅ
　１９３６　２５１ｐ　４ ｏ

　　　謹呈　杉山直次郎　の紙片がある 。杉山は東兄帝国大学法学部教授。ぺ 一ジは切られていない 。

１５）　〔Ｉ．Ｈ１〕

　　東京，日本佛語法曹会　日仏会館　日仏協会，（比較法学叢書１）。

１６）　〔皿．Ｓ２〕

　　Ｓｏｃｌｅｔｅ　ｆｒａｎｃｏ／ａｐｏｎａ１ｓｅ　ｄｅ　Ｐａｒ１ｓ　Ｈｏｍｍａｇｅ　ａｕ　ｂａｒｏｎ　Ｔｏｍ１１ｅｔ　ａｕ　ｐｒｏｆｅｓｓｅｕｒ　Ｃａｐ１ｔａｎｔ　Ｐ
ａｎｓ，Ｒｅ

　ｃｕｅｉ１Ｓｉｒｅｙ，１９３９．４７ｐ．８
ｏ．

　　「富井男爵」は法学者で，西園寺とも親しか った富井政章（１８５８－１９３５）である
。

　　ぺ一ジは切られていない 。

１７　〔】Ｉ．Ｂ３〕

　　 Ｂａｓｈｏ／Ｍａｔｓｕｏ〕　 Ｈａｌｋａ１ ｄｅ　Ｂａｓ
ｈ６ｅｔ　ｄｅ　ｓｅｓ　ｄ１ｓｃ１ｐ１ｅｓ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｄｕ　ｊａｐｏｎａ１ｓ　ｐａｒ　Ｋｍ１

　〔ｎｏｓｕｋｅ〕Ｍａｔｓｕｏ　ｅｔ　Ｓｔｅｍ１１ｂｅｒ Ｏｂｅｒ１ｍ　Ｉｌ１ｕｓｔｒａｔ１ｏｎｓ　ｄｅ　Ｆｏｕｊｌｔａ　Ｐ
ａｎｓ

，Ｉｎｓｔ１ｔｕｔ　ｍｔｅｍａｔ１ｏｎａｌ　ｄ
ｅ

　ｃｏｏｐｅｒａｔ１ｏｎ　ｍｔｅ１１ｅｃｔｕｅ１１ｅ１９３６１４５ｐ６ １１１ｕｓ ８。（Ｃｏ１１ｅｃｔ１ｏｎ　ｊａｐｏｎａ１ｓｅ ，１）

１８）　〔ｎ．Ｋ１〕

　　Ｋｏｋｕｓａｌ　Ｂｕｎｋａ　Ｓｈｍｋｏｋａｌ　Ｂ１ｂ１１０ｇｒａｐｈｌｅ　ａｂｒｅｇｅｅ　ｄｅｓ１１ｖｒｅｓ　ｒｅ１ａｔ１ｆｓ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ，ｅｎ　ｆｒａｎｇａｌｓ１ｔａＩ１ｅｎ

　ｅｓｐａｇｎｏ１ｅｔ　ｐｏｒｔｕｇａ１ｓ　Ｔｏｋｙｏ，Ｔｈｅ　ｓｏｃ１ｅｔｙ　Ｋｏｋｕｓａ１ Ｂｕｎｋａ　Ｓｈｍｋｏｋａ１ １９３６５０ｐ１２
．

１９）　〔皿．Ｇ３〕

　　Ｇ６ｒａｒｄ， Ａ〔ｕｇｕｓｔｅ〕 ：Ｍａ　ｍｉｓｓｉｏｎ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ（１９０７ －１９１４） ．Ｐａｒｉ斗Ｐ１ｏ阯Ｎｏｕｒｒｉｔ．１９１９ ，４１２ｐ．８
ｏ．

　　巻中４枚の写真を含む。巻頭が西園寺のそれで，Ｓａｉｏｎｚｉ５加というローマ字の自署らしいものが写

　っ ている 。他の３枚は，伊藤博文，小村寿太郎，牧野伸顕 。

　　ジェラールの在任期間は公式には１９１３年１１月までである
。

　　他のもう１冊〔皿．Ｇ２〕は，ぺ 一ジがほとんど切られていない 。

２０）　〔皿．Ｃ４〕

　　Ｃ１ａｕｄｅ１Ｐａｕ１Ａ廿ａｖｅｒｓ　ｌｅｓ　ｖ１ｕｅｓ　ｅｎ　Ｈａｍｍｅｓ ，ｎｏｔｅｓ　ｄ’ｕｎ　ｔｅｍｏｍ　Ｐ
ａｎｓ，Ｇａ１１１ｍａｒｄ１９２４４２ｐ１６

。

　（Ｌｅｓ　ａｍｉｓ　ｄ’Ｅｄｏｕａｒｄ， ｎｏ６２）

　　クロー デルによる献呈の辞がある 。

Ａｓｏｎ Ｅｘｃｅ１ｌｅｎｃｅ１ｅ Ｐｒｉｎｃｅ Ｓａｉｏｎｊｉ

　ｈｏｍｍａｇｅ　ｒｅｓｐｅｃｔｕｅｕｘ

　　　　　　　　　　　Ｐ．Ｃ１ａｕｄｅ１

　（訳文）

西園寺公閣下

　謹呈申上げます

　　　　　　Ｐ．クロー デル

　　Ｍ．とまず書いて ｓｏｎと書き直した跡が見える 。ためらっ た挙句，より儀礼的な宛名にしたもの

　か？

　　この本は２００部限定の３１番 。

　　クロー デルの在任期間は，１９２１年１２月から２７年２月
。

２１）　〔ｌＩ．Ｆ１〕

　　Ｔｒａ１ｔｅ　
ｄ’

ａｍ１ｔ１ｅ　ｐｅｒｐｅｔｕｅ１１ｅ　ｅｎｔｒｅ１ａ　Ｆｒａｎｃｅ　ｅｔ１ｅ　Ｊａｐｏｎ（Ｐｒｏｔｏｃｏ１ｅ　ｄｅ　ｒａ舶ｃａｔ１ｏｎ　ｄｕ１８ ｓｅｐｔｅｍｂｒｅ

　１８５９）Ｌａ　Ｃｌｔｅ　ｕｍｖｅｒｓ１ｔａ１ｒｅ　ｄｅ　Ｐａｎｓ　ａ　ｓｅｓ　ａｍ１ｓ　ｊａｐｏｎａ１ｓ〔Ｓａｎｓ１１ｅｕ　ｎ１ ｄａｔｅ〕５ｐ４。〔内容邦文〕

　　『維新史料綱要　巻三』の安政６年８月２６日の条に「外国奉行酒井忠行，佛國纏領事「ドゥ ・ベル

　クール」ト會シ，条約本書ノ交換ヲ了ス」とある 。それは，その半月前，同書８月１０日の条に「佛國

　纏領事「ドゥ ・ベルクール」ｄｅ　Ｂｅ１１ｅｃｏｕれ，軍艦「デ ュ・ シヤイラ」二搭ジテ品川二来リ ，幕府二条

　約本書ノ交換ヲ求ム」とあるのにつながる（以上，平山弓月氏の親切な教示を受けた）。 ところで ，

　上のように図書カードにある１８５９年９月１８日の日付が何に基づいているのかわからないが，安政６年

　８月２６日は太陽暦で９月２２日のはず。また，日本文はつながらず一部脱落があるように思われる 。

　　扉につぎのような呈辞があるが，署名が筆者には判読できない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８９）



３１４ 立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

ａＳＥ１ｅｐｒｍｃｅ Ｓａ１ｏｎｊ１
，

ｑｕｌ１ｕｌ ｄ１ｒａ　ｍ１ｅｕｘ　ｑｕ’ｍｅ１ｅｔ位ｅ

　１ｅ　ｓｏｕｖｅｎ岨丘ｄさｌｅ　ｑｕｅ　ｌｕ１ｇａｒｄｅｎｔ

　ｔｏｕｓ１ｅｓ　Ｆｒａｎｇａ１ｓ

　　　　　Ｔｏｋｙｏ，２５ｏｃｔｏｂｒｅ１９３３

　　　　　　　　　　　（　 ．．．．．．

　）

　（訳文）

西園寺閣下

　閣下にフランス国民すべてが抱

　く敬愛の情をこの文書ほどによ

　く伝えるものがありましょうか

　　　東京，１９３３年１０月２５日

　　　　　　　　（　 ・・・…　）

２２）　〔皿．Ｂ４〕

　　Ｂｏｍｅａｕ　Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｌａ　ｓｅｎｓ１ｂ１１１ｔｅｊａｐｏｎａ１ｓｅ２ｅ６ｄ　Ｔｏｋｙｏ，Ｌ’ａｕｔｅｕｒ１９３４３９５ｐ８
０

２３）　〔皿．Ｎ２〕

　　Ｎｏｕｅｔ，Ｎｏｅｌ　Ｔｏｋｙｏ 冊ｔｙ　ｓｋｅｔｃｈｅｓ ，ｃｍｑｕａｎｔｅ　ｃｒｏｑｕ１ｓ　Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ　Ｔｍｅｓ ＆ｍａ１１１９３５１６ｐ５０

　ｐｌ．４
。．

２４）〔Ｖ．Ｍ１〕

　　Ｍａｒｃｈａｎｄ，Ｌｏｕ１ｓ　Ｌｅ　ｎｏｕｖｅ１Ｉｎｓ肚ｕｔ　ｆｍｃｏ－ｊａｐｏｎａ１ｓ　ｄｅ　Ｋｙｏｔｏ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｐｏｕｒ　ｓｅｗ１ｒら１ ’ｈ
１ｓｔｏ１ｒｅ

　ｄｅｓ　ｒｅ１ａｔ１ｏｎｓ　ｍｔｅ１ｌｅｃｔｕｅ１１ｅｓ　ｆｒａｎｃｏｌａｐｏｎａ１ｓｅｓ〔邦文併記〕Ｋｙｏｔｏ，Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｄｅ　ｒａｐｐｒｏｃｈｅｍｅｎｔ　ｍｔｅ１１ｅｃ

　ｔｕｅ１ｆｒａｎｃｏ■ａｐｏｎａ１ｓ　１９３７　９５，７４ｐ　４ｏ

　　ルイ ・マルシャン著，宮本正清訳　関西日仏学館新館（京都，日仏文化協会）。

２５）　〔皿．Ｌ２〕

　　Ｌａｃｈ１叫Ｍａｕｒｌｃｅ　Ｊａｐｏｎ１９３４５ｅ６ｄ　Ｐａｎｓ，Ｇａ１１ｍａｒｄ１９３４２５２ｐ１２
．

２６）　〔皿．Ｈ１〕

　　Ｈｍｄｍａｒｓｈ， Ａ１ｂｅｉ　Ｅ　Ｌｅ　Ｊａｐｏｎ　ｅｔ１ａ　ｐａ１ｘ　ｅｎ　Ａｓ１ｅ　Ｐ
ａｎｓ，Ｒｅｃｕｅ１１Ｓｌｒｅｙ１９３７１０２ｐ８

０

２７）　〔皿．Ｆ１〕

　　Ｆａ町さｒｅ，Ｃｌａｕｄｅ　Ｌ’Ｅｕｒｏｐｅ　ｅｎ　Ａｓ１ｅ　Ｐ
ａｒｌｓ，Ｆ１ａｍｍａｒｌｏ皿１９３９１０１ｐ１２

。

６． 文芸，美術，その他

　文芸においては，まずギリシャ ，ローマの古典のフランス語訳が手頃な版で揃えられているこ

とを記しておこう 。西園寺文庫には，ラテン語版ではパイドロス『寓話』 ，フランス語版ではル

コント ・ドゥ ・リール訳の『イリア ッド』『オディッ セイ』の３冊のみであ った。ここには，ブ
　　　　　　　　　　　　　１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
リュ モワ訳『ギリシャ 演劇』全１６巻（１８２６），キケロのクラシ ック ・ガルニエ版全集全２０巻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）（１８７０），同じ版でプルタルコス『英雄伝』全６巻（１９２７）が揃 っている 。ギリシャ 演劇とキケロ

全集もおそらく晩年期に古書で購入されたものであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　フランス文学については，古典は皆無に近い。コルネーユの『ル ・シ ッド』（刊行年なし）は

，

４８０という豆版の珍しさゆえに丸善で購入されたに過ぎないだろう 。あとは，作者不明の『恋愛
　　　５）
の辞典』（刊行年なし。造本から１９世紀初頭かと思われる）と ，バルザ ックの『風流滑稽言寧』２巻

（１９２６年版）くらいである 。前者は，あるいは内容の見当のつかない題名に牽かれて手に入れたも

のか。恋愛心理の綾についての，なかなか興深いエッ セー集であ って，フランス ・モラリスト文

学の系譜につながるものと言えよう 。

　その他は現代の文学だが，数はわずか９冊である 。人から届けられたものもあるが，西園寺の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
好みもやはり窺われる 。たとえば，ジ ュール ・ラフォルグの『ふざけ者のピェロ』（１９２７年版）は

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９０）



　　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　３１５

まことに人を食った小喜劇である 。限定２０７部，マルタンの版画の入 った美本で，収集家には垂

挺の的にちがいない 。

　アンリ
・ラウタンが２部。『かれらの素晴らしい肉

側（１８９６），『上流社萎ｊ
（刊行年なし。第２０

版）。 いずれも対話体の軽妙なもので，パリの当世風俗をうがっている 。いずれも読み古してお
り， おそらくは以前から手元にあ ったのであろう 。ラウタンは西園寺文庫にもやはり２部あり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）お気に入りの作家であ ったと思われる 。モリス ・マンドロンの歴史小説『サン ・サンドル』

（１９２６年版）も好みにあうものと思うが，どういう次第で西園寺の手に入 ったのであろうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
　シャルル ・プリニエの小説『偽の旅券』（１９２７）には橋本實斐の名刺がはさまれており ，寄贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
である旨がわかる 。そのほか，ジ ュール ・ロマンの戯曲集（１９２５年版）（２３年に大当りをとっ たｒク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
ノッ ク』 ，および『ル ・トゥルアデ ック氏』を収めている），ピェール ・マコルラン『悪意』（１９２４），モ
　　　　　　　　　　　　　　１３）
リヤ ック『テレーズ ・デスケルー』（１９３５年版。初版は２７年）などは評判のものが収まっ ているが，

みずから取り寄せたか，どこかから届いたか定めがたい 。

　西園寺が若年のころにゾラを好んで読んだことはよく語られるが，その小説の原書は西園寺文

庫にも陶庵文庫にも見当たらない 。

　美術関係の書籍も数は多くないが，おなじ版元から出て，いずれも近い時期に購入された３種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
の大型本がある 。ルイ ・ディミエ，ルイ ・レオー『フランス絵画史』（起源から１８世紀まで，全５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）巻）（１９２５－１９２７），アンリ ・クルーゾ『ジ ュイエ場と１８世紀フランス捺染織物の歴史』全２巻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）（１９２８），ルモワーヌ『国立図書館版画室所蔵，１４世紀，１６世紀の木版画』全２巻（１９２７－１９３０）。 も

ちろん，それぞれ堂々たる著作で，ことにルモワーヌのそれは，すべて色刷の図版を別刷で貼 っ

た， 当時としては稀な出版である 。しかし，これらはみな，いわは参考までに手元においたに過

ぎないであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
　ほかには，１９１４年のサロンの図録とレオン ・ウェルト『クロード ・モネ』（１９２８）だけである

。

後者はモネがクレマンソーの親友であ ったことから手に入れたのだろうが，閲覧の跡はない。西

園寺は和漢の書画にはおおいに関心があり ，各地の諸家の所蔵晶入札目録なとが多数西園寺文庫

に残されているが，西洋美術については，所蔵の洋書和書に見るかぎり ，さしたる興味はなか っ

たように思われる 。わずかに，西園寺文庫の庭園や室内装飾に関わる数冊を見るはかりである 。

　西園寺のパリ懐古の情を慰めたかと思われる図書数占がある 。図版がた っぷり入 った大型本
　　　　　　　　　　　１８）
『１８００年から１９００年のパリ』全３巻と ，これの続巻である『パリ１００年回顧１９世紀を通したパリ
　　　１９）
生活展望』。 いずれも ，本作りに達者なシャルル ・シモンの編集である 。

　もうひとつは，１８４０年代に出されたものだが，やはり大著の『かれら自身によっ て描かれたフ
　　　　　　　　　　　２０）
ランス人　１９世紀風俗百科』全８巻である 。著者名がないが，これは多数の作家，挿絵画家の合

作である 。巻ごとに顔触れはことなるが，文と絵それぞれ鐸々たる名がつらなっ ている 。文は ，

バルザ ックを初めとして，ゴーチェ，ジャナン，ノディェ，ゴズラン，ボレル，ルイーズ ・コレ

　・。絵はガヴ ァルニ，モニエ，ドーミエ，グランヴィルー・・。風俗を描くとなればどれも逸せ

られない名である 。最初の５巻がパリ編で，職業風俗のカリカチ ュア。あとの３巻が地方編で ，

職業のほかに人国記と大略まとめることができる 。だれしもが興をそそられる ，この著作はもち

ろん軽文学の一大集成ではあるのだが，西園寺にとっ ては文芸作品というより ，やや時代のずれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９１）



　３１６　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

はあ っても ，みずからのパリ時代回想のよすがとして播読したものにちがいない 。

　陶庵文庫のほこり叩きの最後に，ひきだしの奥から出てきたような１冊をまっ たくの蛇足とし

てつけくわえる 。骨相学が流行した１９世紀初頭に出版された，匿名のｄｅＧ＊＊＊＊＊＊夫人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
『共感。または，顔の表情によっ て， 恋愛友情における相性を判断する術』（１８１３）である。西園

寺文庫にも骨相学の本数冊があ ったが，この執心にはいささか戸惑わされる 。

１）　〔Ｉ【．Ｂ１〕

　　Ｔｈｅ牝ｅ　ｄｅｓ　Ｇｒｅｃｓ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｐａｒ　Ｐ１肌ｅ　Ｂｒｕｍｏｙ
，２ｅ　ｅｄ　ｃｏｍｐ１さｔｅ

，ｒｅｖｕｅ，ｃｏｍｇｅｅ　ｅｔ　ａｕｇ

　ｍｅｎｔ６ｅ　ｄ’ｕｎ　ｃｈ０１ｘ　ｄｅ　ｆｒａｇｍｅｎｓ　ｄｅｓ　ｐｏｅｔｅｓ　ｇｒｅｃｓ，ｔｒａｇ１ｑｕｅｓ　ｅｔ　ｃｏｍ１ｑｕｅｓ，ｐａｒ　Ｒａｏｕ１Ｒｏｃ
ｈｅｔｔｅ　Ｐ

ａｒ１ｓ
，

　Ｂｒ１ｓｓｏｔ．Ｔｈｌｖａｒｓ１８２６１６ｖｏ１８
。

　　ブリュ モワ（１６８８－１７４１）はジ ェジ ュイ ット僧の学者。１７３０年初版の，これが主著で，ギリシャ 劇

　を一般の読者が近づけるものにした。ロシェットが，この第２版で大幅に増補した 。

２）　〔■．Ｃ３〕

　　Ｃｌｃｅｒｏｎ，Ｍａｒｃｕｓ　Ｔｕｌ１１ｕｓ　Ｏｅｕｖｒｅｓ　ｃｏｍｐ１ｅｔｅｓ　ｄｅ　Ｃ１ｃｅｒｏｎ　Ｐａｒｌｓ，Ｇａｍｅｒ１８６７－７０２０ｖｏ１１２
。

　（Ｃ１ａｓｓｌｑｕｅｓ　Ｇａｍ１ｅｒ）

　　訳者名は巻により異なるので省略した 。

３）　〔】Ｉ．Ｐ１〕

　　Ｐｌｕｔａｒｑｕｅ　Ｌｅｓ　ｖｌｅｓ　ｄｅｓ　ｈｏｍｍｅｓ　ｌ１１ｕｓｔｒｅｓ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｔｒａｄｕ１ｔ　ｐａｒ　Ｄｏｍｍ１ｑｕｅ　Ｒ１ｃａｒｄ　Ｎｏｕｖｅ１１ｅ６ｄ

　Ｐａｒ１ｓ，Ｇａｍ１ｅｒ１９２７６ｖｏ１１２。（Ｃ１ａｓｓ１ｑｕｅｓ　Ｇａｍ１ｅｒ）

　　リカール（１７４１－１８０３）は僧侶。とりわけプルタルコスの新訳で知られ，その訳は長く読まれた 。

　　ほかに，おなじ版で第１ ，６巻のみがある〔Ｖ．Ｐ１〕。

４）　〔■．Ｃ４〕

　　Ｃｏｍｅ１１１ｅ，Ｐ１ｅ皿ｅ　Ｌｅ　Ｃｌｄ　Ｐａｎｓ，Ｎｅｌｓｏｎ〔Ｓａｎｓ　ｄａｔｅ〕２０８ｐ４８．

５）　〔Ｉ．Ｄ１〕

　　Ｄ１ｃｔ１ｏｍａ１ｒｅ　ｄ’ａｍｏｕｒ　Ｐａｒｌｓ，Ｃｈａｕｍｅｒｏｔ　Ｊｅｍｅ〔Ｓａｎｓ　ｄａｔｅ〕２３５ｐ１６ ．

６）　〔】Ｖ．Ｌ１〕

　　 Ｌａｆｏｒｇｕｅ，Ｊｕ１ｅｓ　Ｐ１ｅ皿ｏｔ　ｆｕｍ１ｓｔｅ　Ｇｒａｖｕｒｅｓ　ｄｅ　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｍａｒｔｍ　Ｐａｒ１ｓ
，Ｅｍ１１ｅ Ｐａｕ１１９２７４４ｐ４

。

　　図書カードは刊行年について〔ｎ．ｄ．〕としているが，１９２７年
。

　　初版は作者殴後の１９０３年で全集第３巻の〃伽昭３５ 戸ｏ肋〃舳５ 所収 。

７）　〔Ｉ．Ｌ１〕

　　Ｌａｖｅｄａｎ　Ｈｅ岨１ Ｌｅｕｒ　ｂｅａｕ　ｐｈｙｓ１ｑｕｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｃａ１卿ａｎ阯Ｌｅｖｙ１８９６３１１ｐ１２

．

８）　〔皿．Ｌ３〕

　　Ｌａｖｅｄａｎ　Ｈｅｎｒｌ　Ｌａ　ｈａｕｔｅ２０ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ，Ｃａｌｍａｍ　Ｌ６ｖｙ〔Ｓａｎｓ　ｄａｔｅ〕３２６ｐ１２。

　　初版は１８９１年。フランス国立図書館の目録には，第１６版１８９５年の記載があり ，この版の刊行年の見

　当がつく 。

９）〔皿．Ｍ１〕

　　Ｍａｍｄｒｏｎ，Ｍａｍｃｅ　ＳａｌｎｔＣｅｎｄｒｅ　ｒｏｍａｎ　Ｐａｒｌｓ，Ｃｈａｒｐｅｎｔ１ｅｒ　ｅｔ　Ｆａｓｑｕｅ１１ｅ１９２６４５５ｐ１２
．

１０）　〔皿．Ｐ２〕

　　Ｐ１１ｓｍｅｒ，Ｃｈａｒ１ｅｓ Ｆａｕｘｐａｓｓｅｐｏ汀ｓ Ｐａｒ１ｓ，ＲＡＣｏ耐６ａ１９３７３８９ｐ１２
。

　　名刺の表にこうある（原文は縦書）。

（４９２）



１１）

１２）

１３）

１４）

１５）

１６）

１７）

１８）

１９）

２０）

２１）

西園寺公望のフランス語蔵書（奥村） ３１７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御機嫌御伺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別書（ゴンクール賞受領）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御慰迄二高覧二供候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叔父上様

　　〔ｎ．Ｌ１３加〕

　　ＲｏｍａｍｓＪｕ１ｅｓ　Ｋｎｏｃｋ／ＭＬｅＴｒｏｕｈａｄｅｃ２２ｅｅｄＰａｒ１ｓ，Ｇａｌｌｍａｒｄ１９２５２４９ｐ１２
ｏ

　　図書カードは作者名，書名が混乱している 。

　　〔Ｉ．０２５６６〕

　　Ｍａｃ　Ｏｒｌａｎ，Ｐ１ｅｒｒｅ　Ｍａ１ｌｃｅ　Ｇｒａｖｕｒｅｓ　ｄｅ　Ｃｈａｓ　Ｌａｂｏｒｄｅ　Ｐａｒ１ｓ，Ｈｅｎｒ１ Ｊｏｎｑｕｌｅｒｅｓ１９２４２４５ｐ８
ｏ

　　〔ｎ．Ｍ３〕

　　Ｍａｕｒ１ａｃ，Ｆｒａｎｇｏ１ｓ　Ｔｈｅｒｅｓｅ　Ｄｅｓｑｕｅｙｒｏｕｘ　ｒｏｍａｎ　Ｐａｒｌｓ，Ｊ　Ｆｅｒｅｎｃｚ１ １９３５１５６ｐ８。（Ｌｅ　ｌ１ｗｅ　ｍｏ

ｄｅｒｎｅ１１１ｕｓｔｒｅ，６５）

　　初版は１９２７年
。

　　〔ＩＶ．Ｄ１〕

　　Ｄ
１ｍｅｒ，Ｌｏｕ１ｓ　Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　ｐｅｍｔｕｒｅ　ｆｒａｎｃａ１ｓｅ　Ｐ

ａｒ１ｓ，Ｇ　Ｖａｎ　Ｏｅｓｔ　Ｃｏｎｔｅｎｕ－Ｄｅｓ　ｏｒ１ｇｍｅｓ　ａｕ

ｒｅｔｏ岨ｄｅ　Ｖｏｕｅｔ，１３００主１６２７．８９ｐ．６４ｐ１．１９２５．一Ｄｕ　ｒｅｔｏｕｒ　ｄｅ　Ｖｏｕｅｔ主１ａ　ｍｏｒｔ　ｄｅ　Ｌｅｂｍｎ，１６２７主

１６９０．Ｔ．１ ：１９２６．一丁．２ ：１９２７

　　Ｒ
ｅａｕ，Ｌｏｕ１ｓ　Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　ｐｅ１ｎｔｕｒｅ　ｆｒａｎｇａ１ｓｅ　Ｐａｎｓ，Ｇ　Ｖａｎ　Ｏｅｓｔ　Ｃｏｎｔｅｎｕ－Ａｕ　ＸＶ皿１ｅ　ｓ１ｅｃＩｅ　Ｔ

１． ９１ｐ．６４ｐ１．１９２５．一丁．２ ：９７ｐ ．６０ｐ１．１９２６

　　図書カードでは，全５巻の構成がややわかりにくいので，上記のように記述をあらためた。すなわ

ち， Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　ｐｅｍｔｕｒｅ　ｆｒａｎｇａ１ｓｅの総題のもとに２人の著者が執筆している 。ティミエ担当の最

初３巻中の，第２ ，３巻は同題名。レオー担当の第４ ，５巻は同題名 。

　　〔ｌＶ．Ｃ１〕

　　Ｃ１ｏｕｚｏ，Ｈｅｎｎ　Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｄｅ１ａ　ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ　ｄｅ　Ｊｏｕｙ　ｅｔ　ｄｅ１ａ　ｔｏｌ１ｅ　ｍｐｒｍｅｅ　ｅｎ　Ｆｒａｎｃｅ　ａｕ　ＸＶ皿ｅ

ｓｉさｃ１ｅ ．Ｐａｒｉｓ，Ｇ．Ｖａｎ　Ｏｅｓｔ．２ｖｏ１ ．： Ｐ１ａｎｃｈｅｓ ８７ｐｌ．ｅｔ　Ｔｅｘｔｅ２０５ｐ．１９２８

　　〔］Ｖ．Ｌ２〕

　　Ｌｅｍｏｉｎｅ，Ｐ　〔ａｕ１〕Ａ　〔ｎｄｒ６〕
：Ｌｅｓ　ｘｙ１ｏｇｒａｐｈｉｅｓ　ｄｕ　ＸｌＶｅ　ｅｔ　ｄｕ　ＸＷｅ　ｓｉさｃ１ｅ　ａｕ　ｃａｂｉｎｅｔ　ｄｅｓ

ｅｓｔａｍｐｅｓ　ｄｅ１ａ　Ｂ１ｂ１１０ｔｈｅｑｕｅ　ｎａｔ１ｏｎａ１ｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｇ　Ｖａｎ　Ｏｅｓｔ　Ｃｏｎｔｅｎｕ－２ｖｏ１－Ｔ１１７６ｐ ，６２ｐ１

１９２７．Ｔ．２ ：１４８ｐ．６３－１３０ｐ１．１９３０

　　〔ｌＶ．Ｗ１〕

　　Ｗｅｒｔｈ，Ｌ６ｏｎ： Ｃｌａｕｄｅ　Ｍｏｎｅｔ．Ｐａｒｉｓ，Ｇ．Ｃｒさ
ｓ． １９２８．４３ｐ．７３ｐｌ．４

。．

　　〔皿．Ｓ６〕

　　Ｓ１ｍｏｎｄ，Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｐａｒ１ｓ　ｄｅ１８００ａ１９００Ｐａｒ１ｓ，Ｐ１ｏｎ４０３ｖｏ１Ｔ１１８００－１８３０６７６ｐ１９００－Ｔ２

１８３０－１８７０７６５ｐ１９００－Ｔ３１８７０－１９００６４６ｐ１９０１（Ｌａｖ１ｅｐａｒ１ｓ１ｅｎｎｅａｕ
ＸＩＸ

ｅｓ１
さｃ１ｅ）

　　シャルル ・シモンは本名Ｖａｎ　Ｃ１ｅｅｍｐｕｔｔｅ（Ｐａｕ１Ａｄｏｌｐｈｅ）。 たいへんな多作家であ ったこの人は ，

ほかにＰ１ｅ耐ｅ　Ｄｕｒａｎｄａ１Ｐａｕ１Ｌａｒｇ１１１１ｅｒｅの名でも著述を残している
。

　　〔皿．Ｃ１１５ゴ６〕

　　Ｓｍｏｎｄ，Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｌｅｓ　Ｃｅｎｔｅｍａ１ｅｓ　ｐａｒ１ｓ１ｅｍｅｓ ，ｐａｎｏｒａｍａ　
ｄｅ１ａ　ｖ１ｅ　ｄｅ　Ｐａｒ１ｓ　ａ　ｔｒａｖｅｒｓ　ｌｅ　ＸｌＸｅ　ｓ１ｅ

－

ｃｌｅ　Ｐｕｂ１ｌｅ　ｓｏｕｓ１ａ　ｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｓ１ｍｏｎｄ　Ｐａｒ１ｓ
，Ｐ１ｏｎ　Ｎｏｕｍｔ１９０３１９２ｐ４

ｏ

　　〔Ｖ．Ｆ１〕

　　Ｌｅｓ　Ｆｒａｎｇａ１ｓ　ｐｅｍｔｓ　ｐａｒ　ｅｕｘ－ｍ６ｍｅｓ，ｅｎｃｙｃ１ｏｐｅｄ１ｅ　ｍｏｒａ１ｅ　ｄｕ　ｄ１ｘ　ｎｅｕｖ１ｅｍｅ　ｓｌｅｃｌｅ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｌ　Ｃｕｒ

ｍｅｒ．Ｔｏｍｅｓ１－ ５： １８４０ －１８４３．一Ｐｒｏｖｉｎｃｅ．Ｔｏｍｅｓ１－３ ：１８４１－１８４２．４
。．

　　『１９世紀風俗百科』という ，バルザ ック風の副題は第２巻以降のもの 。

　　〔Ｉ．Ｓ１〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９３）



３１８　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　　　Ｍｍｅ　ｄｅ　Ｇ＊＊＊＊＊＊Ｌｅｓ　ｓｙｍｐａｔｈ１ｅｓ　ｏｕ１’ａｒｔ　ｄｅ　Ｊｕｇｅｒ，ｐａｒ１ｅｓ　ｔｒａ１ｔｓ　ｄｕ　ｖ１ｓａｇｅ，ｄｅｓ　ｃｏｎ怜

　　 ｎａｎｃｅｓ　ｅｎ　ａｍｏｕｒ　ｅｔ　ｅｎ　ａｍ１ｔ１６Ａｖｅｃ３２ｐ１ ，ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｎｔ　ｄｅｓ ６ｇｕｒｅｓ　Ｐ
ａｒ１ｓ，Ｓａｍｔｍ１８１３７９ｐ３２ｐ１

　　２４
。．

　〔追記〕　 「陶庵文庫」閲覧にあた って京都大学附属図書館の方々から示されたご好意に感謝申し上げる 。

また，立命館大学の西園寺公望傳編纂室に長年おられて，伝記刊行に尽力された日本近代史研究家の福井純

子女史には，今回も原稿の閲読をおねがいし助言を得た。記して謝意を表したい 。

（４９４）
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